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　わたしの目の前で、聖騎士と魔導士が熱い抱擁を交わしている。

　聖騎士はいつもの甲冑姿ではなく聖騎士隊の正装、魔導士も黒いローブを脱ぎ捨て今日は清楚なドレスだ。

　見つめ合うふたりには、すぐそばでわたしに凝視されていることなど目に入っていないのだろう。

「愛してる」

「わたしも愛してるわ！」

　ふたりの唇が近づいたところで、わたしは背中を向けた。

「ちょっと！　あのふたり、いつからああいう仲なの？」

　振り返った先にいた小柄な斥候せっこうに、ヒソヒソ声で尋ねる。

　正装しているわたしたちの中で、彼だけはいつものレンジャー風冒険服のままだ。

「まさか気づいてなかったのか？　もうかれこれ三年ぐらい経つかな」

「そうなの!?」

　初耳だ。若い男女がともに旅をしていたのだから、そういう仲になってもおかしくはない。

　でも、五年も一緒に旅をしていて気づかなかったとは！

「ねえ、知ってた？」

　勇者にも話しかけてみた。しかし彼は、だらしなくデレデレと鼻の下を伸ばしている最中で、わたしの言葉など耳に入らないらしい。

　普段はボサボサの髪を、今日は綺麗に整えている勇者の隣には、美しく成長したお姫様が寄り添っている。

「まったく、どうなってるのよ……」

　思わず吐き捨てるように独りごちた。

「青春のすべてを魔王討伐に費やしてきたんだ、許してやれよ」

　許すとか許さないとかではない。仲間の幸せを祝福したい気持ちも当然ある。ただ、ほんの少し疎外感があるだけだ。

　わたしだって、青春のすべてを魔王討伐に捧げたひとりなのに！

　ここで斥候が申し訳なさそうに眉尻を下げる。

「悪いな。俺、妻帯者だから」

「知ってるわよ！」

　どういう意味よ。あなたを、そんな目で見たことなんてないから！

　わたしがさらに言い募ろうとした時だった。

「パパ！」

　斥候に向かって駆け寄ってくる少女がいる。

「大きくなったなぁ！」

　うれしそうに破顔して少女を抱きしめる彼の表情は、娘を溺愛する父親そのものだ。

　年長者であり、弓手アーチャー兼斥候としてわたしたちを支えてくれた、時には冷酷とさえ感じたあの雰囲気は、いまの彼には一切ない。

　娘に会いたいとよくこぼしていた彼だ。その目ににじんだ涙を見て、わたしまで胸が熱くなる。

　勇者とお姫様、聖騎士と魔導士、斥候親子――幸せそうな様子を見せる仲間たちの中で、わたしだけがポツンとひとりで立っていた。






　トラウズ王国の王都を貫く目抜き通りで、勇者パーティーの凱旋パレードが行われたこの日。

　大歓声と拍手で迎えてくれた国民たちは一様に明るい笑顔で、わたしは心底肩の荷が下りた気がした。

　祖国を魔族に荒らされることなく守り切ったのだから。

　色とりどりの花びらが舞い祝福の鐘が鳴り響く様子に、自然と笑みがこぼれる。

　わたしが勇者パーティーの聖女に選ばれたのは五年前。

　大陸各地で狼藉を働く魔族との戦闘を経て、ついには魔王のいる本拠地へと乗り込み、見事勝利した。

　誰ひとり欠けることなく、全員無事に帰還できたのは奇跡に近い。

　勇者パーティー全員が各々の役割を全うし、死力を尽くした。それを誇らしく思いながら、わたしも笑顔で馬車から手を振り続けた。

　パレード後には、国王陛下との謁見が待っていた。

　勇者は当初の約束通り、近いうちに第二王女と結婚する運びとなっている。

　旅をはじめる前、まだ十二歳で子どものようだった第二王女は、美しい淑女に成長していた。勇者がデレデレになるのも無理はない。

　勇者と第二王女のふたりが謁見の間から出てきた後、聖騎士、魔導士、斥候と順番にひとりずつ呼ばれ、最後にわたしの名が呼ばれた。

「聖女フィオナよ、大儀であった。そなたは褒美としてなにを望む？」

　国王陛下にそう問われて、わたしは即答した。

「一生暮らしていけるだけのお金が欲しいです！」と。

　陛下は鷹揚に頷いて相好を崩した。

「はははっ！　聖女らしからぬ望みだが、その正直さは嫌いではない。望み通り、たっぷりと報酬を授けよう」

　聖女のくせになんと即物的なのかと思われてもかまわない。

　わたしはこの国を魔族から救った勇者パーティーの一員なのだ。残りの人生は、楽をして暮らしても罰は当たらないだろう。

　こうして各自の謁見が終わり、揃って王城を出たところで、仲間たちの幸せな光景を見せつけられたのだ。

　わたしは、自分がひとりぼっちであることに気づいてしまった。

　勇者や聖騎士たちのような愛する相手はいないし、実の両親はすでに他界している。

　わたし……もしかしてこれから孤独のまま生きていくの!?　そんなの絶対に嫌！

　話し相手ぐらいほしい。わたしをよく理解してくれる人だったら尚いいだろう。

　そうだ、婚活しよう。婚活で運命の相手を見つけて結婚しよう！

　わたしはこぶしを強く握りしめ、そう誓ったのだった。

















第一章　婚活開始！












　王都に家を借りる契約を済ませたわたしは、次に神殿を訪ねた。

　魔王討伐の旅に出るまで、わたしが暮らしていた場所だ。

　赤毛の衛兵がビシッと敬礼をして出迎えてくれた。

「フィオナ様、この度はおめでとうございます。長旅お疲れ様でした！」

「ありがとう。今日はイルダに用があって来たの。まだここにいるかしら？」

　イルダは、以前わたしがこの神殿で暮らしていた時に、世話をしてくれたメイドだ。

　旅の間は一切連絡を取れなかったから、彼女がまだここに勤めているか少々不安だった。しかし衛兵にすぐに呼ぶと言われてホッとする。

　よかった！　イルダはまだここにいるのね。

　神殿内へ通してもらい、中庭のベンチで待つことにした。

　白い柱が並ぶ回廊に囲まれた中庭は、年中いろいろな花が咲き誇る憩いの空間だ。五年前と変わらぬその光景に安堵し、無事に帰ってきた実感がようやく湧いてきた。

　心地よい風に吹かれながら、ここで過ごした日々を振り返る。

　わたしは平民としてこの世に生を受け、八歳で聖女の資質を見出されて神殿に招聘された。

　神殿は、聖女と聖女候補、その世話をするメイドたちが暮らす女の園。わたしにとっては実家のようなものだ。

　聖女としての修行だけでなく、礼儀作法や教養も学ばせてもらった楽しい思い出が脳裏によみがえる。

　修行を経て正式に聖女と認められたのが十五歳の時。それからずっと、聖女としての力を惜しみなく発揮して浄化と治癒に励んできた。

　五年前、勇者パーティーの聖女に十八歳のわたしが抜擢されたのは、能力だけでなく過酷な旅に耐えられるだけの体力と気力がありそうだと認められたためだ。

「フィオナ様！」

　お仕着せ姿のイルダが明るい声を響かせ、ひとつ結びにしたダークブロンドの髪を揺らしてやってくる。

　イルダは、わたしが旅に出るまでの三年間、身の回りの世話をしてくれていた。ひとつ年上の彼女とは年齢が近いこともあって、すぐに打ち解けて仲良くなった。ただの聖女とメイドの関係ではなく、もっと深い友情でつながっていたと思っている。

　神殿内で騒々しい音を立てることは禁じられているけれど、それを破ってしまうほどにわたしとの再会を喜んでくれているのだろう。

　わたしもベンチから立ち上がって、イルダの手を取った。

「イルダ、元気そうね」

「お久しぶりです。長旅お疲れ様でした。フィオナ様こそ、お元気そうでなによりです」

「過酷な旅をしてきたようには見えないでしょう？」

　おろした長い髪の毛先を、指にくるりと巻きつける。

　青みがかった銀髪にサファイアのような目。よく、人形のようだと言われるわたしの容姿は、魔族との戦いに明け暮れた過酷な旅の途中でもあまり変わらなかった。

「神殿にはいつお戻りになるんですか？」

　わたしがまたここで暮らすのだと信じて疑わない様子で、イルダが尋ねてくる。

「もう、ここには戻れないの」

　口角を上げて答えたけれど、声色のトーンダウンは避けられなかった。

「なぜ……？」

　イルダが灰色の目をまん丸にして驚いている。

「実はね、聖女の力を失ってしまったのよ」

　息を呑んだイルダが変に気を遣いすぎないよう、努めて明るい声で続ける。

「安心してちょうだい。辱めを受けたわけではないわ。魔王との戦いでね、ぜーんぶ使い切っちゃったみたいなの」

　聖女は純潔を失えば力を失うとされている。

　だからこの神殿も万が一のことが起こらぬよう、内部には女性しかいない。

　聖女たちの大半は、生涯神様にその身を捧げることによって癒しと浄化の力を維持し、ここで一生を終えるのだ。

　ただし聖女の中には、仕事として訪れた先で男性に見初められて結婚する運びとなり、円満に神殿を去る者もいる。

　ところが、わたしの場合は少々事情が異なる。

　魔王との戦闘で一生分の聖なる力を使い切ってしまったらしい。

　魔王を討ち滅ぼし、仲間たちの治癒をした後に周辺の浄化を行った。それが最後だった。

　でも後悔はない。世界を救って力を失ったのなら本望だ。

　凱旋パレードがあった日、神殿の最高位の職を務める大聖女様に会って報告をした。

　大聖女様は、それでも神殿で暮らせばいいと言ってくれたし、それなりのポストを用意するとも言ってくれた。

　わたしはその計らいに感謝しつつも、丁重にお断りした。

　神殿は、聖女であり続けることができなくなった自分の居場所ではないと思ったからだ。

「だからね、いまはとっても清々しい気分よ」

　しんみりした雰囲気になってしまったため、わたしは胸を張って笑う。

「そこでイルダにお願いがあって、今日はここに来たの」

「なんでしょうか？」

　イルダが目を瞬かせている。

　旅に出る前は、無事に帰還できたら当然また神殿に戻ろうと考えていた。だから王都までの帰路についてからずっと、聖女の力を失った自分はこれからどうすればいいのか悩んでいた。

　そんな身の振り方を考えていた時に、仲間たちの幸せそうな姿を目の当たりにして気づいたのだ。

　これはきっと、神様からのご褒美なんだと。聖女として十分頑張ったのだから、もう卒業していいという思おぼし召しだろう。

　そして、運命の人を見つけて幸せになりなさいってことにちがいない！

「わたしの婚活を手伝ってもらいたいの！」

　イルダの手を両手でガシッと握る。

「は？」

　イルダは、なにを言っているんだとでも言わんばかりの呆れ顔をしている。

「なんなら、イルダと一緒に婚活するのもいいかもしれないわね！」

　するとイルダが、スッと表情を戻した。

「申し訳ありません。それはできません」

　ちょっとノリが軽すぎたかしら……。

　誘い方をまちがえたと反省するわたしに向かって、イルダは思いもよらないことを告げてきた。

「わたし、もう結婚しているんです。ですから婚活は不要です」

　――――!!

　なんてことだ、イルダまで知らないうちに幸せになっていたとは！　先を越されたわ！

「イルダまでわたしを置いていくつもりなの!?」

「実は近々ここを辞める予定なんです。その前にフィオナ様にお会いできてよかったです」

「待って！　相手は誰？　お見合い、恋愛どっち？」

　返答によっては、わたしの婚活にも活かせるかもしれない。

　矢継ぎ早に質問して、逃がすものかとイルダの手をますます強く握る。

「恋愛です。先ほど、門の衛兵にわたしを呼ぶよう言いつけたでしょう？　あの人が夫なんです」

　イルダの頬がほんのり赤く染まる。

「おめでとう。職場恋愛だなんて素敵ね！」

　ふたりがいつからお互いを意識するようになったのか、告白はどっちからなのか、プロポーズの言葉は!?

　ゆっくり聞かせてもらわなくてはならない。

　でもイルダはいま勤務中だから、長く引き留めるのはよくないだろう。

　わたしはバッグからメモを取り出した。

　もともと長居するつもりはなく、今日はイルダに婚活を手伝ってくれるよう要請して連絡先を渡すに留めておくつもりでやってきた。

「これ、わたしの新しい住所よ。ここを辞めたらすぐにでも訪ねてきてちょうだい」

　メモを受け取ったイルダは、住所を見るなり眉根を寄せた。

「この住所……大きなお屋敷が立ち並ぶ地区ですよね？」

「そうよ。だって、治安がいいほうがいいでしょう？」

　賃料は安くないが、お金なら報奨金をたっぷりもらっているから心配いらない。

　それでもイルダは小首を傾げて訝いぶかっている。

「もしかして、大きなお屋敷に護衛もつけずにひとりで暮らしているんじゃないでしょうね？」

「あら、よくわかったわね。その通りよ」

　いま住んでいる家は、もともと高位貴族の邸宅だったらしい。その貴族が没落して手放した家を、借家としてわたしが借りたのだ。

　するとイルダが大きなため息をついた。

「逆に危険ですって！　しかも、ぼったくられている香りまでします。ひとりなのに、どうして大きなお屋敷に？」

「不動産屋さんは、大は小を兼ねるって言ってたわ」

「だから、そういうのをぼったくりって言うんです！」

　相変わらず世間知らずだと、イルダが怒ったようにブツブツつぶやいている。

　途端にわたしは、しゅんとなってしまった。そんなにおかしなことをしただろうか。

　幼い頃から神殿で暮らし、勇者パーティーでは野宿することも多い旅だった。だから、少々世間とズレている自覚はあるけれど……。

「どうせ、お屋敷の掃除もままならないのでしょう？」

「うっ……」

　かつて身の回りの世話をしてくれたイルダは、わたしの片づけが苦手な性格をよく知っている。

「新たに雇う使用人は、信用のおける人に紹介してもらわないと危険ですよ」

「うん、わかってる」

　思わず目をそらすと、イルダがすかさず指摘してくる。

「フィオナ様が目を泳がせるのは、後ろめたいことがある時ですよね？」

「ええっと……不動産屋さんにね、紹介してもらうことになっているから大丈夫よ」

「そんなのまた、ぼったくられるにきまってるでしょう！」

　イルダが完全に怒りの形相になった。

　だから言いたくなかったのよ！　と言えば、さらにイルダのお小言が続くだろう。

　イルダはちょっと毒舌なところがあるけれど、世話焼きで心配性だ。頼りないわたしを心配してくれているのが伝わってくる。

「あなたも相変わらずね」

　わたしが苦笑すると、イルダは腕組みをしてため息をついた。

「そうです。わたしは相変わらずお節介なようです。ですから、わたしをメイドとして雇っていただけませんか。フィオナ様が心配でなりません」

　その願ってもない申し出に歓喜したわたしは、イルダに抱きついた。

「ありがとう！　これからもよろしくね」

　こうしてわたしの新たな生活と婚活がスタートしたのだった。
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「呆れた。こんな大きなお屋敷にひとりで住むつもりだったなんて……」

　再会から一週間後、イルダがメイドとして我が家へやってきた。

　レンガ造りの立派な建物を、口を半開きにして見上げている。

「フィオナ様、よろしくお願いいたします！　護衛として精進いたします！」

　イルダの横でビシッと敬礼しているのは、イルダの夫であるマルコだ。

　誠実さをたたえるネイビーブルーの目に、短く刈り込んだ赤毛。筋肉質の立派な体躯をまっすぐ伸ばしている様子に、真面目な性格が窺える。

　ありがたいことに、夫婦住み込みで面倒をみてもらえることになった。

　マルコには警備のほか、庭仕事や力仕事を任せることになっている。神殿の衛兵を辞して来てくれたのだ、ふたりには神殿以上のお給料を支払うと約束した。

「イルダひとりに任せるのは大変そう？」

　おそるおそる尋ねると、イルダは胸を張って答えた。

「マルコにも手伝ってもらうので大丈夫です。こんなに広いお屋敷だと、掃除のし甲斐がありますね」

　なんて頼もしいのかしら！

　明るい展望が見えた気がして、ワクワクする。

　そしてその夜、お茶を飲みながらさっそくイルダと今後の婚活について話し合った。

「そもそも、婚活のはじめ方すらわからないのよね」

　わたしが正直に打ち明けると、イルダは小首を傾げた。

「どうして婚活なんてするんです？　国王陛下にいい相手を紹介してほしいって言えばよかったのでは？」

　たしかにその手もあったし、わたしも一瞬考えた。でも！

「だって、紹介してもらった人と気が合わなかったらどうするの？」

　陛下のお墨付きだからといって、気が合うかどうかはまた別の話だ。

　万が一この人じゃないと思っても、別の人に替えてくださいと言えるはずもない。

「わたしは運命の人を自分で見つけて、ちゃんと恋愛してから結婚したいのよ」

　わたしが力を込めて言い切ると、イルダも大きく頷いてくれた。

「なるほど、納得しました。ではさっそく、ひとり紹介したい男性がいます」

　イルダの紹介とあらば、変な人ではないだろう。わたしは身を乗り出した。

「どんな人か教えて！」

　お相手は、雑貨を取り扱う商会の跡取り息子でニコラスというらしい。

　シャイな性格が災いして、これまで恋愛経験はなし。しかし仕事ぶりは実直で、取引先やお客さんたちからの信頼は厚い。

　二十五歳を過ぎて、そろそろ結婚を……と、両親が花嫁候補を探しているそうだ。

「わかったわ。一度会ってみたいと先方にお伝えしてちょうだい」

「かしこまりました」

　いよいよ婚活スタートだ！

　そう思っただけで胸がドキドキして、なかなか寝付けなかった。

　翌朝、イルダの慌てた声で起こされる。

「フィオナ様。鷹が来ているんですが」

　わたしの寝室のバルコニーに鷹が留まっていることに、庭仕事をしようと外へ出たマルコが気づいたらしい。

　途端に目を覚ましたわたしは、勢いよく起き上がってバルコニーの窓を開けた。

「おはよう！」

　居場所を知らせなくても、確実にわたしのもとに手紙を届けてくれる優秀な鷹だ。

　その足に結びつけられた手紙を解く。

「この子の主人と文通をしているのよ。返事を書く間にご褒美をあげてちょうだい。生肉をひと切れでいいわ」

「かしこまりました」

　事前に説明し忘れていた。

　突然のことにもかかわらず、イルダは動揺することなく瞬時に状況を理解してくれたらしい。

　部屋を出ていくイルダを見送り、さっそく手紙を開く。






『フィオナさんへ

　そろそろ落ち着かれた頃でしょうか。いろいろお疲れ様です。

　僕は元気にやっています。そちらはいかがですか？　　レオより』






　レオと会ったのは五年前の一度きり。それ以来ずっと文通を続けている。

　ボサボサでくすんだ亜麻糸のような彼の髪を思い出して、思わず口元が緩む。

　手紙を折りたたむと、便箋とペンを取り出して返事を書いた。






『レオさんへ

　お元気そうでなによりです。

　魔王を討ち滅ぼした報告から間があいてしまいましたね。

　新たな報告があります！　わたし、婚活することにしました。

　ようやく恋愛ができそうです。　　フィオナより』






　勇者パーティーの旅は、弱音を吐きたくなる辛いことも多かった。

　こちらからレオ宛に『死ぬ前に一度でいいから大恋愛してみたかった』という内容の手紙や、意味不明のポエミーな内容の手紙を送ったこともある。

　あの黒歴史を、レオがすべて捨ててくれているといいのだけれど。

　恥ずかしさのあまり頬が熱くなるのを感じながら、便箋を細長く折りたたんだ。

　イルダからご褒美をもらって満足げに瞳を輝かせる鷹の足に、手紙をくくりつける。

「ご苦労様。レオさんによろしくね」

　わたしが頭をなでると、鷹はクルルッと喉を鳴らして飛び立っていった。






　二週間後。

　さっそくニコラスと会ってみることになった。

　待ち合わせ場所は、王都でいま人気のカフェ。

　お互いに付添人はいなくて、ふたりっきりだ。つまりこれは、デートということになる。

　恋愛未経験のわたしは男性とのデートももちろん初めてで、そわそわしてしまう。

　今日の装いは、華美すぎず、かといってカジュアルすぎず、イルダ曰く「初デートにもってこい」のかわいらしいワンピース。

　バターと砂糖の甘い香りに誘われるようにカフェに入ると、店内はカップルや若い女性たちでにぎわっている。

　ニコラスは先に到着していて、窓際の予約席に座っていた。

「は、はじめまして……！　ニコラスです」

「フィオナです。今日はよろしくお願いします」

　ニコラスは白いシャツにベストを合わせた清潔感のある服装だ。それはいいとして、丸眼鏡の奥の目がおどおどしているのが、ちょっといただけない。

　わたしが向かい側の椅子に腰かけても、ニコラスは落ち着かない様子で体を揺らしたり瞬きを繰り返したりしている。

　これが、シャイな男性が取る行動なんだろうか。

　わたしだって初めてのデートでそわそわしているけれど、ここまで挙動不審ではないと思う。

　目が合えば赤くなってすぐにそらす仕草に、彼の性格が窺える。

「そんなに緊張なさらないでください」

「はい！　すみません！」

　ニコラスが慌てて紅茶をグイッと飲んで、むせている。

　そんな彼に内心呆れつつ、わたしはケーキをひと口頬張った。

　メニューには、このガトーショコラが一番人気と書いてあった。それなのに、あまり美味しく感じられない。

　スイーツの種類が豊富で美味しいと評判のカフェだと聞いて、楽しみにしていたのに……。

　紅茶もケーキも普通だと思ってしまうのは、一緒にいる相手が気の利いたことひとつ言ってくれないせいだろうか。

「ご趣味は？」

　と聞いても、ニコラスは汗をにじませた額にハンカチを押し当てながら、

「乗馬です」

　と、ひと言答えて黙り込む。これでは会話がまったく弾まない。

　昨晩、わたしは今日のデートのシミュレーションをあれこれと準備した。

　どんな話題を提供しようか。話の合う人だったらいいな。カフェの後に夕食にも誘われたらどうしようか。

　いろいろなパターンを考えて、なかなか寝付けないほど楽しみにしていたのに。

　こちらから話を振っても、ニコラスは「はい」「そうですね」「すみません」ばかりだ。

　もしかすると、ニコラスはあまり乗り気ではなかったのかもしれない。そんな疑問まで湧いてくる。

　話が盛り上がらなくてつまらないパターンなんて、想定していなかったわ！

　周りのテーブルから楽しそうな笑い声が聞こえてくるたびに、いたたまれなくなる。

　ガトーショコラを食べ終えたわたしは早々に席を立ち、カフェを出ることにした。

「本日はありがとうございました」

「えっと……」

　なにか言いたそうにしているニコラスの声にかぶせるように、今日の不満をぶちまける。

「正直、ニコラスさんとは楽しく過ごせそうにありません。ご趣味が乗馬なら、わたしが趣味の話をした時に『次は一緒に乗馬しましょう』って誘ってくれるぐらいの気遣いがほしかったです」

　彼が誠実でおとなしい人柄であることはまちがいないけれど、これではおもしろみがなさすぎる。もっと会話をリードしてもらいたかった。

「すみません……」

　またそれ！　まるでわたしが意地悪しているみたいじゃない！

「では、ごきげんよう」

　しょんぼりしているニコラスに背を向けて歩き出す。

　当然ニコラスが追いかけてくることもなく、わたしはそのまま馬車に乗り帰邸した。

「おかえりなさいませ。随分お早いですね」

　出迎えてくれたイルダが目を瞬かせて戸惑っている。

　それもそのはず、わたしは出かける時に、もしかすると夕食も外で済ませてくるかもしれないと告げていたのだから。

　数刻前の、期待で胸を膨らませてワクワクしていた自分が恥ずかしい。

　はあっ……と、大きなため息をついてソファーに腰かけ、体を背もたれに預ける。

　イルダがすかさず紅茶を運んできてくれた。

「うまくいかなかったってことは、よくわかりました」

「紹介してくれたイルダには申し訳ないけど、お断りしてちょうだい」

　イルダが苦笑する。

「かしこまりました。ニコラスさんとは、合いませんでしたか？」

「合うとか合わないとか以前の問題よ。会話が弾まないんだもの」

　わたしは唇を尖らせた。

「フィオナ様はすぐに顔に出るほうだから、どうせ『つまんなーい』って顔をしてたんでしょう？」

「知らないわよ、鏡があるわけでもないし」

　言われてみればたしかに、ほとんど笑わなかった気がする。

　でもそれはニコラスのせいだ。おもしろい会話など、ひとつもなかったのだから。

　あんなにシャイな人と結婚したら、生まれてくる子どもだって同じ性格かもしれない。

「もう終わったことだからいいわ。次はもっと社交的で明るい人を狙うから！」

　立ち止まっている場合ではない。

　こうなったら舞踏会が手っ取り早いわね！

　いまのわたしは、聖女の力を失っているし貴族でもない。しかし、「救国の聖女」という肩書と話題性のおかげか、舞踏会や社交パーティーの招待状が何通か届いている。

　そのひとつに参加してみることにした。






　舞踏会のために新調したドレスは、流行の最先端のデザインらしい。

　ひらひら揺れるバタフライスリーブに、キュッと引き絞ったウエストからはドレープをたっぷりあしらったスカートが広がっている。

　苦しい。イルダにこれでもかと締め上げられたコルセットが苦しすぎる。

「これじゃ、食事ができないわ」

　たまらず抗議したら、イルダに冷たい視線を向けられた。

「食事をしに行くのではなく、運命の男性を探すのでしょう？」

　その通り、今夜は明るくて社交的な男性との出会いを求めて舞踏会に参加する。

　ため息をついている場合ではない。

　煌びやかなシャンデリアが輝き、優雅な音楽が奏でられるダンスホールへ赴いた。

　口角を上げて穏やかに微笑む「聖女スマイル」で背筋を伸ばすと、こちらへ向けられる興味津々な視線をいくつも感じる。

　その中のひとり、ダークブラウンの髪の若い男性がこちらへ近寄ってきた。

「お初にお目にかかります、フィオナ様。ベンジャミン・アルトンと申します」

　アルトン家といえば伯爵家だ。

　わたしはこの日のために、イルダに協力してもらって貴族の名前と爵位を覚え、さらにはマルコに協力してもらってダンスの練習に励んできた。

「今宵、美しいあなたと、ひとときの夢をともにする栄誉をいただけませんか」

　ベンジャミンが甘く微笑みながら、腰を折り手を差し出してくる。

「ええ、喜んで」

　わたしは優雅にその手を取った。

　大勢の参加者でごった返す中、ベンジャミンはスマートにダンスホールの中央までエスコートしてくれた。

　彼の洗練された所作しょさには、気遣いと余裕がある。

　そうよ、これよこれ！　これぐらい慣れていてくれなきゃ話にならないわ！

　ふと脳裏に浮かんだニコラスのおどおどした顔を振り払う。

　ベンジャミンは、少々テンポの速い曲にあわせた躍動感溢れるステップで、わたしをリードしてくれた。

　スカートがふわりと広がるのが楽しくて、わたしは何度もクルクルと回る。

「ダンスがお上手ですね。とても楽しいわ」

　頬を緩ませながらすぐ近くにあるベンジャミンの顔を見上げると、彼も目を合わせて笑い返してくれる。

「僕もとても楽しいよ」

　砕けた口調にドキリとした。嫌ではない、むしろこっちのほうがいい。

　どうしよう、わたし運命の人を見つけたかもしれないわ！

　曲が終わると、息の上がるわたしのためにベンジャミンが冷たい果実酒を持ってきてくれた。

「熱を冷ますためにバルコニーへ出ようか」

「ええ、そうしましょう」

　ふたりでバルコニーに出て、果実酒で喉を潤した。時折吹く夜風が心地いい。

「あんなにクルクル回って大丈夫だった？」

　ベンジャミンの問いに、肩をすくめておどけたように笑ってみせた。

「これでも勇者パーティーの一員ですもの、へっちゃらです」

　わたしは見た目とはちがい、実はおてんばなのだ。おまけに旅をしていた五年間は、野宿をしたり山野を駆けずり回ったりと、体力勝負な場面も多かった。

　ベンジャミンがわたしの腰に優しく手を回してくる。

「過酷な旅をしてきたとは思えないほど綺麗だね」

　甘く囁かれて、心臓がドキンと跳ね上がる。

　庭園からほのかに漂う花の香りが、ロマンチックな雰囲気に拍車をかけている。

　わたしは火照る頬に手を当てながら、実は……と種明かしをした。

「聖女の力のおかげみたいです。五年の旅でほかのメンバーたちがどんどん野性味を帯びていく中で、わたしだけは容姿が変わらなかったのです」

　そう。わたしはずっと、ツヤツヤ髪にツルツルお肌を保っていた。

　そのせいでメンバーたちから、自分にばかり治癒魔法をかけているんじゃないかとか、浄化をさぼっているんじゃないかと疑いの目を向けられたことを思い出す。しかしわたしは、後ろめたいことなど一切していない。

　このエピソードを笑い話として披露すると、ベンジャミンはおかしそうに笑ってくれた。

「さすがは聖女様だな」

　実はもうその力は失っているけれど、いまの段階でわざわざ言う必要もないだろう。

　この時のわたしは、そう考えていた。






　ベンジャミンは、アルトン家の馬車でわたしを家まで送ってくれた。

　馬車の乗り降りのエスコートもバッチリだ。

「ではまた。明後日迎えの馬車を寄こすからね」

「はい。楽しみにお待ちしています」

　帰りの馬車の中で、ベンジャミンから伯爵家に遊びに来るよう誘われたのだ。わたしはもちろん、ふたつ返事で頷いた。

　夢でも見ているかのようなふわふわした気持ちのまま屋敷に入る。

「ただいま！」

「おかえりなさいませ」

　迎えに出てくれたイルダとマルコの顔を見た途端、わたしは喜びを爆発させた。

「やったわよ！　運命の人に出会ったわ！」

「よかったですね」

　浮かれるわたしとは対照的に、イルダは実に冷静だ。

　しかしわたしは、おかまいなしに声を弾ませた。

「アルトン伯爵家の次期当主なんですって！　明後日、お宅にお邪魔する約束をしているのよ。どうしよう、いきなりプロポーズされてしまうかも！」

　もしもプロポーズされたら、答えはもちろんイエスだ。

「恋愛したいとおっしゃっていませんでしたっけ？」

　どこまでも冷静なイルダが表情ひとつ変えずに水を差してくる。

「婚約が決まってからでも恋愛はできるわ。ね、マルコ？」

　イルダのノリが悪いため、マルコに同意を求めた。

「おっしゃる通りです。おめでとうございます」

　力強く頷いてもらって、ようやく肩の力が抜けた。

「ありがとう。ひと仕事終えたらお腹がすいてきたわ。コルセットのせいでなんにも食べられなかったんだもの。イルダ、着替えを手伝ってちょうだい」

　わたしは意気揚々と階段を上がる。

　視界の端でイルダがマルコを肘で小突いているのが見えたけれど、気にしないことにした。

　それからベンジャミンとの約束の日まで、わたしはずっと上機嫌で彼を誉めそやしながら過ごした。

　エスコートは完璧だったし、親しみやすい笑顔も素敵だった。しかも、会話が続かなくて困ることがなかったのも大きなポイントだ。

　彼となら、結婚した後も楽しく暮らしていけるだろう。

「安心してちょうだい。わたしが伯爵夫人になっても、イルダたちを引き続き雇うって約束するから」

「ご心配にはおよびません。それよりも、ご自身の心配をされてください」

　イルダがずっと、含みを持たせた言い方をしてくるのが腑に落ちない。

「言いたいことがあるなら、ハッキリ言ってくれていいのよ？」

「その目で確かめるのが一番かと」

　もったいつけた言い方をしながらも、イルダはわたしの髪をかわいらしくアレンジして結ってくれた。

　アルトン伯爵家訪問の装いは、ニコラスとのお見合いで着たワンピースよりも格式の高いシックな緑色のアフタヌーンドレスだ。

　迎えの馬車に乗り、ドキドキしながらも一抹の不安を抱えてアルトン伯爵家へと向かう。

　プロポーズされたってかまわないと思っている一方で、イルダの言葉がどうも引っかかる。

　伯爵家に到着すると、ベンジャミンが輝く笑顔で出迎えてくれた。

「ようこそフィオナ。さっそくきみを、僕のママに紹介してもいいかな」

　待って！　いま「ママ」って言わなかった!?

　ベンジャミンはわたしよりも年上だ。母親のことをママと呼ぶ年齢ではない。

「え、ええ。もちろんよ」

　耳を疑いながらも、どうにか返事をした。

　ベンジャミンのママ――つまりアルトン伯爵夫人の待つ応接室へ通される。

「本日はお招きにあずかり、ありがとうございます。元聖女のフィオナと申します」

　伯爵夫人のほうは挨拶を返してもくれず、わたしの頭のてっぺんからつま先までを品定めでもするかのように見つめている。

　神経質そうな目で不躾にジロジロ見られて、とても居心地が悪い。

「まあ、及第点かしらね」

　夫人の冷たいひと言を聞いて、熱がスーッと冷めていく。

　なんだろう、ものすごく感じが悪い。

　思わず眉を顰ひそめるわたしのことなどおかまいなしに、ベンジャミンはうれしそうに夫人の横に腰かけた。

「ママはなかなか合格を出さないから、すごいことだよ。やっぱり僕の目に曇りはなかった」

　伯爵夫人の評価が絶対ってこと……？

　アフタヌーンドレスがいいとイルダがすすめてくれなかったら、この時点で叩き出されていたんだろうか。

　違和感ばかりの状況に、胃が重くなるような感覚がしてきた。

　あれだけ素敵だと思っていたベンジャミンの笑顔も、すっかりかすんで見える。

　もう帰りたい。むしろ叩き出されたほうがよかったかもしれない。

　それなのに、夫人に着席を促されて渋々ソファーに腰を下ろした。

「ママは風邪をひきやすいんだ。これからは、フィオナがいてくれるから安心だな」

　ベンジャミンが無邪気に笑いティーカップを口元に運ぶ姿を見て、ゾッとした。

　わたしに声をかけてきたのは、それが狙いだったの……？　聖女を家に迎え入れれば、いつでも無料で治癒してもらえるとでも？

　薬を飲んで日数の経過で治るような軽い病気の治癒に、聖女の治癒能力は使わない。

　聖女候補たちは、幼い頃からたくさんの研鑽を重ね多くの試練を乗り越えた結果として聖なる力を得るのだ。それを、この親子がただの道具のように扱おうとしていることに、沸々と怒りが湧いてくる。

　聖女をなんだと思っているのよ。冗談じゃないわ！

　わたしは勢いよく立ち上がった。

「わたし、聖女の力を失ったのです。ですから、ご期待には応えられそうにありませんわ」

　声を震わせながらも、しっかり言い切った。

　途端にベンジャミンが青ざめて、ティーカップをガシャンと乱暴にテーブルに置いた。

「フィオナ、きみは僕に嘘をついたのか？　失望したよ。そうと知っていれば話しかけたりしなかったのに」

　責めるように言うベンジャミンを、わたしは真っすぐ睨み返した。

「嘘をついたのはそっちでしょう!?」

　わたしに気のあるようなふりをして、本当の目的は夫人専属の治癒師にする魂胆だったってことだもの。

　ここで夫人が、呆れたようなため息をついた。

「騒々しいわね。もう帰ってちょうだい。アルトン家に役立たずはいらないわ」

　顔を背けて吐き捨てるように言う様子に、わたしの怒りが頂点に達したのは言うまでもない。

　聖女でなければ価値がないと言われたも同然だ。なんて利己的で身勝手な親子なんだろうか。

「言われなくったって帰るわよ！　このマザコン！」

　わたしは声の限りに叫び、伯爵邸を飛び出したのだった。

　帰邸すると、わたしがすぐに帰ってくることを見越していたのか、事前に用意していたような早さでイルダがホットココアを出してくれた。

「イルダは知ってたの？」

「アルトン伯爵家の後継ぎがマザコンなのは、神殿にまで噂が聞こえてくるほど有名です」

「じゃあ、最初に教えてよ」

　ぶすくれるわたしの様子に、イルダが苦笑する。

「浮かれているフィオナ様にやめたほうがいいと言っても、反感を買うだけですから。実際にご自身の目で確かめるのが一番かと思いましたので」

　その通りだ。

　好感を持っている人の悪い噂を吹き込まれても、素直に耳を傾けられなかったにちがいない。

　何事も経験と言うけれど、どうしてうまくいかないんだろうか。

「わたし……運命の相手に巡りあえるのかしら」

　思わず弱音を吐くと、イルダが呆れたように肩をすくめた。

「まだ、はじまったばかりではないですか。ひとつだけ申し上げると、もっとフィオナ様の内面を見てくださる方に出会えるといいですね」

「そうね。わたしがなまじっか、かわいいのがいけないんだわ！　次よ、次！」

「その調子です」

　イルダが笑う。

　幸いなことに、招待状はほかにも届いている。救国の聖女の肩書の旬は、今シーズン限りだろう。来シーズンはもう招待してもらえないかもしれない。

　落ち込んでいる暇があったら、今回の苦い経験を教訓にして前に進もう。

　さっそくわたしは、イルダに次の社交パーティー参加の手配をお願いした。






　翌朝、珍しく間を置かずにレオから返信が届いた。

　これまでは数カ月空くのが普通だったのに、前回やり取りしてからまだ一カ月しか経っていない。






『フィオナさんへ

　婚活の状況はいかがですか？

　助けが必要な時は、いつでも駆けつけます。　　レオより』






　若干、文字が震えているように見えるのはなぜだろう。

　いつでも駆けつける――そんなにわたしは心配されているんだろうか。






『レオさんへ

　婚活はいまのところ、二戦二敗です。

　魔族討伐のようにうまくはいきませんね。

　よい報告を待っていてください。　　フィオナより』






　敗戦報告をするのはなんだか気恥ずかしいし、レオに余計な心配をかけてしまうかもしれない。かといって見栄を張ってもしょうがない。

　いい報告ができるように、次こそ頑張るわ！

　わたしは決意を新たにした。

















第二章　婚活難航中です！












　わたしは再び気合を入れなおして、次のパーティーの日を迎えた。

　前回とはちがい、コルセットの締め付けは控えめにしてもらった。

　綺麗に飾り立てた見た目だけで寄ってこられては困る。聖女の力をあてにされるのも、まっぴらごめんだ。

　ベンジャミンに声をかけられた先日の舞踏会では、わたしがまだ聖女であるかのように振舞っていたのも、勘違いの原因だった。

　魔王討伐の旅で近隣諸国へ立ち寄った際に、王宮へ招かれることもあった。そんな時に聖女スマイルを見せておけば、黙っていてもわたしの周りに人が集まってくる。その癖が抜けていなかったのだろう。

　今回はもっと、二十三歳の自然で等身大のわたしを見てほしい。

　到着したのはルーベック公爵家の邸宅。公爵家の当主が、代替わりしたお祝いのパーティーだと聞いている。

　公爵邸はわたしの住まいよりも遥かに大きく、外観も内装も荘厳で趣があり、長い歴史を感じさせた。

　通されたホールにも、下手すると王宮よりも立派なのではないかと思われる豪華なシャンデリアが吊り下げられている。

　招待客は前回とはちがい、年齢層がやや高く落ち着いた印象だ。華やかな装いの彼らは皆、高位貴族だろう。

　少々気後れしながら、まずはタリー・ルーベック公爵のもとへ挨拶に向かう。

「ご招待ありがとうございます。フィオナと申します。当主様へのご就任、心よりお祝い申し上げます」

「ようこそおいでくださいました」

　タリーの年齢は三十を少し過ぎたぐらいだろうか、ウェーブのかかった黒髪を綺麗に後ろへなでつけた背の高い男性だ。

　耳当たりのいい低めの落ち着いた声や品のいい控えめな微笑みには、大人の余裕が漂っている。

　そのタリーが、わずかに首を傾げた。

「フィオナさんは、コルセットがお嫌いなのかな？」

　すぐに目に付くほどみっともなかっただろうか。少なくとも人に不快感を与えるような装いではないと思っていたのに……。

「申し訳ございません。あの締め付けが苦手なのです。場違いならすぐにお暇いとまいたしますわ」

　おずおずと言葉を返すわたしに、タリーはヘーゼルナッツのような目を細めて笑ってくれた。

「失礼しました。私には、異常なまでに細いウエストがかえって不健康に見えて仕方ないのです。ですから、むしろあなたに好感と興味が湧いてきました」

　不快に思われていたわけではなかった。

　ホッと胸をなでおろすわたしの耳に、タリーが腰を折って顔を寄せる。

「一通り挨拶が終わったら、ぜひともゆっくりお話ししましょう。ではまた後ほど」

　耳朶みみたぶをくすぐる声が色っぽくてドキリとした。これがただの社交辞令とは思えない。

　タリーがわたしに背を向け、ほかの招待客のもとへと向かう。

　その凛々しい後ろ姿を見送りながら、わたしはバクバクとうるさい胸を押さえた。

　もしかしたら、ときめいているのかもしれない！

　その後わたしは、タリーの動きを目の端で追いながら、ほかの招待客と当たり障りのない会話を交わした。

　貴族のお姉様たちとのやり取りで、わかったことがふたつある。

　ひとつは、タリーが独身であること。もうひとつは、先代の当主夫婦は悠々自適な老後を過ごしたいと、領地に移り住んでいることだ。

　つまり、ベンジャミンのような親離れ子離れできない歪んだ親子関係ではないのだろう。

　この事実に安堵して、タリーへの好感度がさらに増す。

「タリー様は、結婚したい男性の筆頭にお名前を挙げられて久しいのよ」

　お姉様のひとりが、うっとりとした眼差しでタリーの背中を見つめている。

「婚約者はいらっしゃらないのですか？」

　公爵家の跡取りともなれば、若い頃から婚約の打診はひっきりなしにあったのではないだろうか。

「そうね、聞いたことがないわね。人を寄せ付けないミステリアスなところがあって、女嫌いとも言われているの」

　女嫌いというよりも――不躾にならぬよう気をつけながら、お姉様たちに視線を走らせる。

　先ほどのタリーの言葉から察するに、香水の匂いをプンプン漂わせて不自然なまでに腰を締め付けている女性が苦手なのではないだろうか。

　考えていることがバレぬよう、扇子で口元を隠した時だった。

「フィオナさん、お待たせしました」

　振り返ると、こちらへやってくるタリーがいる。

「あちらでゆっくり話しましょう」

「はい、タリー様」

　微笑み合うわたしたちを見て、周囲がざわついた。

　タリーの大きな手がわたしの背中に添えられ、促されるままにふたりでホールの奥へと向かう。

　招待客たちの横を通り過ぎるたびに、驚きと羨望の眼差しを浴びたわたしは、優越感に浸っていた。

「女嫌いで有名なタリー様が……！」

「あの女性は、救国の聖女様よね？」

　しっかり耳に入ってくるヒソヒソ声など聞こえないふりをして、背筋をしゃんと伸ばして歩く。

　タリーに見初められたと浮かれるのはまだ早い。でも、彼を狙っている女性たちよりも一歩リードしたのはまちがいないだろう。

　最初から公爵様を狙うつもりでこのパーティーに参加したわけではないのに、まさかこんな奇跡が起きるとは。

　あまりギラつかないほうがいいってことね。自然体は大事だわ！

　わたしたちはホールを抜け庭園へ出て、ガゼボのベンチに腰かけた。

　ランタンの淡い明かりに照らされた庭園にはバラが咲いている。心地よい夜風が甘い香りを運んできた。

「素敵なお庭ですね。バラのいい香りがします」

　横に座るタリーがぴったり肩を寄せてきたけれど、嫌ではない。

「私は、この自然の香りをかき消してしまう香水や、外見ばかりを着飾る派手なパーティーがどうも苦手なのです。貴族失格ですけどね」

　タリーが自嘲するように言って目を伏せる。

　しかしわたしは、彼が本音を吐露してくれたことがうれしかった。

「わかります。わたしも外見で判断されるのは嫌ですから」

「フィオナさんは体を締め付けるような無理をせず、香水もつけていない。注目されることよりも、本当に価値のあるものを大事にされる女性だと感じました」

「わたしは、ありのままの自分を見ていただきたいのです」

　もうひとつ、大事なことを言わなければならない。

「わたしも正直に告白しますが、実は聖女の力を失っているのです。もう治癒も浄化もできません」

　これを事前に言っておかなかったせいで、ベンジャミンに勘違いされてしまったのだ。だから今回は、あらかじめ伝えておくことにした。

「大変な旅だったのでしょう。我々を救ってくださり、ありがとうございます」

　タリーの真摯な態度に好感度が爆上がりする。

　ベンジャミン親子は、そんなことも言ってくれなかったわ！

「その甲斐あって、こうして平和が戻ってきたことが誇らしいです」

「健康は、日ごろの生活に気をつけていれば維持できます。そもそも聖女様の力は、もっと大事なことに使うべきでしょう」

　タリーが肩書や聖女の能力をあてにしているわけではないとわかって、ホッとする。

　おまけに、彼とはとても話が合うことに、わたしは胸を躍らせた。

　夜風に舞うバラの花びらが輝いて見える。

　次に会う約束を交わして、わたしは公爵邸を後にした。

「わたし、公爵夫人になるわ！」

　帰邸後に開口一番そう宣言したわたしを、イルダが冷ややかな目で見つめ返してくる。

「伯爵夫人の次は公爵夫人ですか？」

「そうよ！　今度こそ、運命の人に出会ったかもしれないの」

　惚れっぽいと呆れられたってかまわない。

　明後日、改めてルーベック公爵邸で、タリーとふたりっきりで昼食をともにする予定だ。きっと今夜以上に話が弾むにちがいない。

　わたしは、その場で飛び跳ねたくなるような高揚感に浸っていた。






　そして迎えた二日後。

「今日は帰りが遅くなるかもしれないわ。半日休暇だと思ってデートでもして、ふたりでゆっくり過ごしてちょうだい」

　わたしはイルダにそう告げて出発した。

　タリーとは、いくらでも話していられると思うほどの親近感がある。

　教養が高く大人の余裕もある彼とは、飽きることなくずっと楽しく過ごせそうだ。

　わたしの今日の装いは、シックな紺色のワンピース。コルセットはもちろん着けていない。

　首の詰まったスタンドカラーで清楚感を出しつつ、袖がレースで透けているところがおしゃれで大人っぽい。年上で上品なタリーに合わせたスタイルにしてみた。

「ようこそ」

　タリーは、馬車を降りるわたしを出迎えてエスコートしてくれた。

　白いシャツに紫のクラバット、黒いズボンというラフな服装なのに、彼が着ているととても上品に見える。

　食事の用意ができるまで、ふたりで庭を散歩した。

　先日の夜のガゼボもよかったけれど、昼間のバラ園もとても素敵だ。

「ローズヒップには、肌を若々しく保つ効果があるんですよ。お茶にするのがおすすめです」

　彼の話は健康にまつわる内容が多い。しかし押しつけがましくなくて、楽しく聞いていられる。

　そして昼食の準備が整い、わたしたちは食堂へと向かった。

　健康志向の表れだろうか、テーブルに並んだ料理は脂っこいものが少ない。野菜が中心で、肉のほうが添え物のようになっている。

　でもわたしは、これぐらいさっぱりしている料理のほうが好みだから、むしろありがたい。

　味付けも素材の旨味を活かしていて口に合う。

　美味しい食事と楽しい会話、そして健康的な生活――タリーと結婚すれば、こんな日常が過ごせるってこと!?

　パーティーにコルセットをせずに参加した自分に、盛大な拍手をしたい気分だ。

　わたしが幸せで明るい未来を想像して、頬を緩ませた時だった。

　突然、腰のあたりがビリビリと痺れて、その刺激が全身を駆け巡った。

「ひゃっ！」

　思わず小さく悲鳴をあげて、椅子から腰を上げる。

　わたしはなにが起きたのかわからず、椅子とタリーの顔を見比べてしまった。

　タリーは悠然と食事を続けている。

「申し訳ありません」

　気のせいだったんだろうか……？　再び恐る恐る腰を下ろす。

「最初はみなさん、この椅子に驚くんですよ。でも大丈夫です。すぐに慣れますから」

　……慣れる？　このビリビリ椅子に？

「我が家の領地では、落雷の多い年は小麦が豊作だと言い伝えられていましてね。それを人間にも活かせないかと考えて、雷魔法を仕込んだ魔道具の椅子を特注であつらえたのです」

　なにを言ってるの？

「まさかとは思いますが、ベッドもそうですか？」

「いいえ、ちがいます」

　よかった。ベッドまでビリビリだったら、とてもじゃないけどこの人と結婚なんてできないわ。

　椅子だけの問題であれば、わたしだけ通常の物にしてもらえれば済むはずだ。

　しかし安堵したのも束の間、タリーはとんでもないことを言った。

「棺桶健康法というのがありましてね。棺桶の中で寝ると、翌朝生まれ変わったような気分で目覚めるのですよ」

「……は？」

　タリーが曇りのない笑顔を見せる。

「これを言うのは少々恥ずかしいのですが、将来の花嫁の棺桶もすでに用意してあるんですよ」

　い、いやあぁぁぁぁっ！

　マニアックすぎて、ついていけないわ！

「ではこちらも、少々恥ずかしいことを告白しますわ。実はわたし、ギトギトな脂っこい食事と甘いスイーツが大好物なんです」

　タリーが顔をしかめる。

　もちろん、この告白は嘘だ。五年間もの長きにわたる旅の中で、野生の動物を捌いて焼くだけの野性味溢れる食事をさんざんしてきたし、一食も食べられない日だってあった。

　だから、雨風をしのげる建物の中でゆっくり食事できるだけで感謝しかない。正直メニューなんてどうでもいい。

　でもいまは、不健康なことが大好きだからあなたの妻としてはふさわしくない、というアピールをして、すぐにでも帰りたい。

「寝る時は、ふっかふかなベッドでなければダメですね。毎晩夜更かしして、目を覚ますのは昼過ぎ。そんなぐうたら生活をしていますのよ」

「……」

　途端にタリーが無口になる。

「とりあえず、椅子を替えてくださらない？」

　給仕のメイドに向かって横柄な口調で言いつける。

　さらにわたしは、料理人たちには申し訳ないと思いつつ、もっと脂っこいものが食べたかったとか、デザートはクリームたっぷりのケーキがよかったと難癖をつけてわがままを言い続けた。

　こうしてタリーとの食事は、気まずい雰囲気で終了した。

　当然引き留められることなどなく、挨拶もそこそこに公爵家を後にする。もう二度とタリーから誘われることはないだろう。

　結局、帰りが早くなってしまった。

　イルダたちはまだ出かけているかもしれないと思いながら屋敷に入る。出迎えはなかったけれど、奥から楽しそうな笑い声が聞こえた。

　厨房だろうか。

　ふたりは厨房にある小さなテーブルを囲んでお茶を飲んでいた。

　どうせなら、おしゃれして外でデートでもすればいいのに。

　ふたりにはそれなりのお給料を支払っているから、それぐらいの贅沢はできるはずだ。

　わたしの姿に気づいたふたりが立ち上がる。

「おかえりなさいませ。気づくのが遅れて申し訳ありません」

「いいのよ。ゆっくりしてちょうだい。今日は半日休暇だって言ったのは、わたしだもの」

　テーブルには、ティーカップとクッキーが載っているだけだ。

「夫婦水入らずでお出かけしてくれてもよかったのに」

　しかしイルダは、笑って首を横に振った。

「こうしてふたりで楽しく過ごせるだけで、十分幸せですので」

　それに、とイルダが続ける。

「フィオナ様のことだから、また早くお帰りになるんじゃないかと思っていましたし」

　図星を突かれても悪い気はしない。イルダは、わたし以上にわたしのことを知り尽くしている。

「それで、今回はどこが気に入らなかったのですか？」

「ついていけないレベルの健康マニアだったのよ」

　わたしは堰せきを切ったように、ビリビリ椅子や棺桶健康法のことを語った。

「女嫌いとかそういうんじゃなくて、あの人これからもずっと結婚できないと思う！」

　断言すると、イルダとマルコは顔を見合わせて、やれやれと言わんばかりの表情をしたのだった。






　翌日、わたしはイルダと買い物に出かけた。

　ブティックでドレスをオーダーし、カフェでお茶をして、いい気晴らしになった。

　気持ちをリセットして、新しい相手を探さなければならない。わたしの運命の相手は、いったいどこにいるんだろう？

「馬車を呼んできますね」

　イルダを待つ間、カフェの軒先にひとりで立っていた時だった。

「おっと、危ない」

　早足で近寄ってきた見知らぬ男性に、突然肩を引き寄せられた。

　その男性のスーツから、タバコの香りが漂ってくる。

「蜂があなたの周りを飛んでいたんですよ」

　まったく気づかなかった。突然肩を抱かれて驚いたけれど、善意で助けてくれたらしい。

「まあ、そうだったんですね」

　すぐに男性が離れた。

「失礼しました。私はこの近くで商会を営んでいる、フランツ・ルーデルといいます」

　綺麗に整えたプラチナブロンドの髪に、仕立てのよさそうなスーツを着ている上品な紳士だ。

「わたしはフィオナと申します。ありがとうございました。では、失礼します」

　挨拶をして、ちょうどやってきた馬車に乗る。

　なにかあったのかと問うてくるイルダに、たいしたことではないと答えた。

　本当に些細な出来事だと思っていたから、自邸に帰りつく頃にはもうすっかり忘れていた。

　にもかかわらず、二日後にフランツと再会したものだから、わたしは驚くと同時に運命的なものまで感じてしまったのだ。

　天気のいい昼下がりのこと。自邸に飛び込みの営業をしに来たのが、なんとフランツだった。

「フィオナ様。フランツ・ルーデルと名乗る商人が、古書を買い取らせてもらえないかと訪問してきたのですが、お断りしてもいいでしょうか」

　イルダの言葉に頷こうとして、いや待てよ？　と思う。

　名前に聞き覚えがある。

　先日カフェで蜂から守ってくれた男性が、そんな名前だった気がする。

　わたしは、門の外側で待ってもらっているというフランツのもとへと向かった。

　プラチナブロンドの髪で上品にスーツを着こなした男性が立っている。やっぱりあの彼だ！

「こんにちは。古書の買い取りで、近隣のお屋敷を回らせていただいております。ルーデル商会の……あれ、あなたは一昨日の？」

　彼もわたしを覚えてくれていたらしい。

「こんにちは、フランツさん。奇遇ですね、このような形で再会するだなんて」

　わたしがクスクス笑うと、彼も破顔する。

「本当に奇遇ですね」

　その笑顔にドキッとした。

　この再会は、もしかすると運命かもしれない！

　いやいや。そんなことを言えば、またイルダに鼻で笑われてしまう。

　両方の気持ちが、わたしの心の中でせめぎ合っている。

　見知らぬ間柄ではないため、ひとまず話だけでも聞こうとフランツを応接室に通した。

　彼の話によれば、ルーデル商会では古書や中古の家具などアンティーク品を取り扱っているらしい。

「とはいえ、骨董価値の高いインテリアや宝石を簡単に譲ってくれるかたは、なかなかいらっしゃいません」

　フランツの言葉に頷いた。

　そういった物は、先祖伝来のことも多いだろう。買い取りますと言われても、よほどお金に困っていない限り断るにちがいない。

「そこで我々が目を付けたのが古書です。古書は、貴族様の邸宅の書庫で埃をかぶって放置されていることが多いんですが、装丁が豪華だったり内容が歴史的価値のあるものだったりする場合があるのです」

　なるほど。古い本を安く買い取り、綺麗に手入れをして高く売るというわけか。なかなかいい商売かもしれない。

「それなら、心当たりがありますわ」

　ここは、もともと高位貴族が所有していた屋敷だ。その貴族が没落して家を手放さなければならなくなり、家具や調度品など、価値のありそうな物はすべて差し押さえられたらしい。

　わたしがここで暮らしはじめた時には、家具類は一切置かれていなかった。

　しかし、書庫の蔵書はそのままだったのだ。

　あまり本に興味のないわたしは、書庫に鍵をかけたまま放置している。

　蜂から守ってもらったお礼に、フランツに書庫を見せても罰は当たらないだろう。

　イルダから鍵を受け取って、フランツとふたりで二階の書庫へ向かった。

「価値のつきそうな本があるか、保証はしかねますよ？」

「もちろん、承知しております」

　書庫に入ると、埃っぽい匂いがした。

「どうぞお好きに見てください」

　わたしも微力ながら手伝おうと、書庫の棚を見てまわる。

　棚の上のほうに、豪華そうな装丁の本を見つけた。手を伸ばしてみたけれど、あと少しのところで届かない。

　背伸びしてもう一度と思ったら、わたしの背後にスッと誰かが立つ気配を感じた。

「これですか？」

　フランツが腕を伸ばして難なく取ってくれる。

　わたしの髪が彼の胸に触れている感覚と、鼻腔をほんのりくすぐるタバコの香りにドキリとしてしまう。

「この装丁はいいですね」

　ドギマギしているわたしのことなどまったく気づかない様子で、フランツが手に取った本を眺めている。

　落ち着くようにと心の中で自分に言い聞かせながら、わたしは平静を装って言った。

「商品にできそうなものでしたら、どうぞ」

「ありがとうございます。私が選んだ二冊にこちらを加えて、合計三冊を買い取らせてください。お代は明日、必ず持ってきますので」

　フランツの笑顔がとても甘く感じたのは、気のせいだろうか。

　わたしはその日、なんだかそわそわして落ち着かないまま過ごした。

　しかし、翌日訪ねてきたフランツの表情は暗かった。

　応接室のソファーに腰かけたフランツがうなだれている。

「実はうちの商会の会計担当者に、金を持ち逃げされたのです。お約束した代金をお支払いできなくなりました。お恥ずかしい話で申し訳ありません」

　詳しく話を聞くと、商会の会計担当者が長期間にわたり帳簿を改ざんして資金を横領していたことが発覚したらしい。

　問い詰めようとしたが、時すでに遅し。すべてを持ち逃げされた後だったという。

「ほかの従業員たちも混乱していて、対応に追われています……」

　悔しさをにじませる彼の表情を見て、わたしまでいたたまれなくなった。

「こちらが損をするわけではありませんから、今回の取引を無効にすればいいだけですが……ご商売のほうは大丈夫なんですか？」

　商会のお金をすべて奪われたとなると、いろいろ大変にちがいない。

　わたしの問いに、フランツは目を伏せてため息をついた。

「資金繰りが相当厳しい状況です」

「当面、どれぐらいあれば足りるのですか？」

　フランツが答えた金額は、わたしの想像を遥かに超える額だった。

　商会の運営ともなると、多額のお金が動くものなのだろう。

　いまのわたしには、その金額を一括で渡せるだけの貯蓄がある。しかし、まだ知り合って間もないフランツに、お金を貸すのはまちがっているだろうか。

　下心があるわけではない。それどころか、まだ恋にもなっていない。善意でお金を貸すだけだ。

　それも誰にでも貸すわけではない。フランツが本当に困っている様子だから、手助けしたいと思う。

　会計担当者が捕まれば、お金はすぐに戻ってくることだし。

　しばし悩んだわたしは、思い切って提案した。

「その額なら、用立てることができます」

「いや、しかし……」

　フランツが戸惑いの色を浮かべる。

「お貸しするだけですよ。きちんと返してもらいますからね？　明後日になっても逃げた会計担当者が捕まらなかったら、もう一度いらしてください」

「助かります！　フィオナさん、あなたはなんていい人なんだ」

　彼の目にうっすら涙が浮かぶのを見て、わたしはいいことをしているのだと信じていた。

　しかし、フランツを見送った後にイルダにその話をすると、猛反対された。

「おかしいですって！　それは恋心を利用した典型的な詐欺の手口です！」

　イルダが憤慨した様子で強く言い切る。その斜め後ろでは、マルコまでコクコク頷いている。

「でもわたし、フランツさんに恋なんてしていないわよ？」

「嘘です！」

　イルダがビシッとこちらを指さす。

「明らかにときめいていましたよね？」

　ジト目で問われると、肯定するよりほかないような気もしてきた。

　たしかにわたしは、フランツの笑顔やタバコの香りを好ましく思っている。

「それでも資金援助とは無関係よ。だいたい、フランツさんが嘘をついているようには見えなかったもの」

　イルダが呆れたようなため息をついて首を横に振った。

「騙されている人は、みんなそう言うんです」

「みんなって誰？　イルダがそんなこと知ってるわけ？」

「騙される貴族のご婦人が多くて、気をつけるよう注意喚起されているのを知らないんですか？」

　思わずカッとなって言い返すわたしと、詐欺だと言い張るイルダとの間にマルコが割って入る。

「ふたりとも落ち着いて。正直、胡散臭いものを感じるので、彼の周辺を調べさせてください。それでなにもなければ安心ですから」

「そうね。お願いするわ」

　イルダとの間に、妙なわだかまりは作りたくない。

　わたしはマルコの提案を快諾して、フランツの身辺を調べてもらうことにした。






　二日後。

　約束の時間に訪ねてきたフランツを、いつものように応接室へと招き入れた。

「会計担当者は見つかりましたか？」

「それが、まだなんです。手を尽くしてはいるんですが……」

　フランツが眉尻を下げる。

　マルコが大きな革袋を持って入ってきた。中には金貨が入っている。

　テーブルの上に置かれた革袋の紐をほどいた。

「お約束した金額が入っています」

　身を乗り出したフランツの視線が、金貨に吸い寄せられる。

　一瞬彼が口角を上げるのを、わたしは見逃さなかった。

「もう一度教えてください。あなたがお金を必要とする理由はなんでしょうか」

　フランツはすまし顔で滔々とうとうと答える。

「先日お話した通りです。会計担当者に商会の金を持ち逃げされて、資金繰りに困っていまして……フィオナさんの資金提供の申し出を、とてもありがたく思っています」

「その理由では、お金を貸すことはできません」

　わたしがきっぱり告げると、フランツは呆気にとられた顔つきでわたしとマルコに視線を走らせた。

「あなたのことを調べさせてもらいました」

　マルコの報告は、驚くべきものだった。

　ルーデル商会の看板はたしかに存在していたけれど、商売をしているような雰囲気は一切なく、ただの民家だったらしい。

　さらには、フランツは金持ちの貴族の女性にうまく取り入って借金をし、それを踏み倒すという金銭トラブルを複数回起こしていることも判明した。

　つまり、イルダの言っていた通りだったのだ。

「あなたのしている行為は、犯罪です」

　わたしの説明を黙って聞いていたフランツが、顔をこわばらせてマルコに視線を走らせる。

「その男が嘘をついているのかもしれませんよ？」

　まだごまかそうとする気だろうか。なんだか哀れになってくる。

「騙し取ったお金をギャンブルにつぎ込んでいることもわかっています」

　すると突然、フランツが肩を揺らして笑い出した。

「ハハッ。なに言ってるんだよ」

　フランツが声色を変え、悪人の顔つきになる。

「俺は一度だって、金を貸してほしいなんて言ってないけど？　貸してくれるって言い出したのは、そっちのほうだろうが！」

　これまでの柔和な面影はまったくない。これが彼の本性なのだろう。

　脅すような低い声で、自分は悪くないと主張する。ほかの女性たちにも同様のことを言い、返金を要求されると「そのうち返す」と言って逃げるらしい。

　なんて見る目がなかったのかしら……！

　昨晩わたしは、マルコの報告を聞いてとても落ち込んだし、まんまと騙されずに済んだことをイルダに感謝した。

「もういい！　帰らせてもらう！」

　怒りの形相でドアに向かったフランツだったが、彼が手を伸ばす前にそのドアが開いた。

　イルダの後ろに憲兵の制服を着た男性がふたり立っている。

「な……っ！」

　慌てたってもう遅い。フランツはあっけなく憲兵に捕まり、連行された。

「貴族のご婦人がたは不名誉なことを嫌いますから詳細を話してはくれず、なかなか詐欺師の身元が特定できなかったのです。ご協力に心より感謝いたします」

　実はイルダの提案で、午前中に憲兵に相談していたのだ。自邸に呼び、応接室の隣室に身を潜めてもらっていた。

　恋心に付け込む憎き詐欺師の逮捕に協力できたのは名誉なことだ。

　にもかかわらず、虚無感のほうが大きいのはなぜだろうか。

　フランツの態度が豹変するまで、わたしは彼のことをどこか信じたかったのかもしれない。

　カフェの軒先での出会いとその後の再会が、すべて仕組まれていたものだったと思いたくなかった。

　それから二日間、さすがのわたしもふさぎ込んで過ごした。

　そんな折、レオからまた手紙が届いた。






『フィオナさんへ

　大きな仕事がもうすぐ片付きそうです。　　レオより』






　レオは充実した生活を送っているようだ。それに引き換え、わたしときたら……。

　自嘲しながら返事を書く。






『レオさんへ

　お仕事お疲れ様です。こちらは婚活四連敗中です。

　いろいろあって落ち込んでいます。　　フィオナより』






　珍しく弱音を吐いてしまった。

　わたしは飛び立っていく鷹を見送りながら、これまでの婚活を振り返った。

　婚活をはじめて一カ月と少し。ニコラス、ベンジャミン、タリー、フランツと出会った。

　マザコンだったり、健康マニアだったり、あろうことか詐欺師だったり！

　どうしてわたしの出会う男性たちは、こんなにも癖が強いのだろうか。

　わたしはごく普通の幸せを望んでいるだけなのに、普通の幸せがなんなのかわからなくなってきた。

　ここで、いや待てよ？　と思う。

「そうだわ！」

　わたしは両手をポンと合わせた。

　よくよく考えれば、最初にお見合いしたニコラスには、受け入れがたい癖などなかったではないか。

　ちょっとばかしシャイなだけで、誠実そうだった。貴族のような華やかさはないけれど、かえって地味で実直な人のほうがいまは好感が持てる。

「わたし、明日ニコラスのお店に行くわ！」

　一度の短いデートだけで即お断りしてしまった非礼を詫びて、もう少しあなたのことが知りたくなったと言ってみよう。

　わたしはワクワクしながら眠りについた。






　翌日。

　イルダに見送られて、わたしは意気揚々とニコラスのお店へ向かった。

　食器を中心とした生活雑貨を扱うニコラスの商店は、お見合いで訪れたあの人気カフェと同じ商業区の一角にある。

　店の前で馬車を降り、身だしなみを整えると、明るい笑顔を意識しながらドアを開けた。

　ドアベルがカランと鳴る。

「いらっしゃいませ」

　溌溂としたニコラスの声が店内に響いて、わたしは少し面食らってしまった。

　仕事中の彼は、こんなにしっかりした大きな声が出せる人だったんだ。

　ニコラスの声が聞こえた店の奥へ足を進め、声をかけようとした時だった。彼の隣にかわいらしい女性が立っていて、微笑み合っている光景が目に飛び込んできた。ふたりの距離の近さは、ただの仕事仲間のようには見えない。

　え……？

「あ！　フィオナさんじゃないですか。こんにちは！」

　ニコラスが朗らかに挨拶をしてくれる。

「こ、こんにちは」

　返事をしながらも、わたしの視線は彼の隣に立つ女性に釘付けになったままだ。

　それに気づいたのか、ニコラスは彼女の肩を抱いてにっこり笑った。

「僕の婚約者です」

　どういうこと!?

　ニコラスとお見合いをしたのは、一カ月前だ。もしかするとその時にはもう、彼女との婚約がきまっていたんだろうか。

　まさか、わざとオドオドした様子を装って、わたしのほうから断るように仕向けたの……？

　訝るわたしの胸中を知ってか知らずか、ニコラスが続ける。

「あの時のフィオナさんのアドバイスが身に沁みました。だから次のお見合いでは、乗馬に誘うことができたんです！　おかげでつい先日、婚約したところなんですよ」

　ふたりそろって頬を赤らめ、照れたように笑う。

「……そうだったのね！」

　どうしてわたしを誘ってくれなかったのよー！

　こちらから断ったくせに、ニコラスを責める気持ちがむくむくと膨れ上がる。と同時に、もう一度ニコラスとの縁談を進められないかと、身勝手なことを考えていた自分が猛烈に恥ずかしい。

「おめでとう。幸せになってね」

　複雑な気持ちのままどうにかそれだけ言って、逃げるように店を後にした。

　逃した魚は大きいとは、こういうことを言うんだろうか。

　どうしてあの時、彼の不器用さをもっと受け止めてあげられなかったのだろう。自分の理想ばかりを押しつけていたのかもしれない。

　帰りの馬車に揺られる間も、ニコラスたちの幸せそうな笑顔が頭から離れない。

　ニコラスの隣に立つ彼女は、派手さはないものの落ち着いて穏やかな印象だった。彼には、ああいう女性がお似合いだ。

　わたしの運命の相手はどこにいるんだろう？

　馬車を降りたわたしは、思わずよろめいてしまった。ショックが大きい。

　迎えに出てきたマルコが、慌ててわたしを支えてくれる。

　イルダはとてもいい人を選んだと思う。

「外見とか肩書なんてどうでもいいから、穏やかに自分らしく過ごせる相手こそが運命の人よね……」

　ホットココアを飲みながらつぶやくわたしの背中を、イルダが優しくなでてくれた。






　驚いたことに、レオの手紙の間隔がさらに縮まった。

　前にやり取りしたのは、数日前のことではなかったか。

　手紙を運んでくれる鷹が、疲弊していやしないかと心配になってくる頻度だ。

　イルダに生肉を用意するよう言いつけて、手紙を開く。






『フィオナさんへ

　一度アマディ王国へ遊びに来ませんか？　お待ちしています。　　レオより』






「アマディ王国……」

　そうだ、この傷心を癒すために隣国へ気晴らしに出かけようか。久しぶりにレオにも会いたい。

　わたしは、アマディ王国への旅を決意した。

















第三章　アマディ王国へ












「レオさんとはね、この町で知り合ったのよ」

　旅路の暇つぶしに、わたしはイルダとマルコにレオとの出会いを語りはじめた。

　町の目抜き通りを馬車で通過する途中、窓のカーテンを開けて外を指さす。

「この町の東側にある山……ほら、あそこ。見える？　あの山は、魔族たちが嫌う浄化の石が採れる鉱山なの。それを早いうちに破壊するのが彼らの狙いだったみたい」

　それは、勇者パーティーの一員として旅をはじめた直後のことだった。

　隣国アマディ王国の国境近くにある町が、魔族に襲われているとの情報を聞き、駆けつけたのだ。

　微弱な浄化作用のあるとても珍しい鉱石で、大陸ではここでしか採掘されないらしい。

　魔族と戦う町の兵士たちは皆、浄化の石をアクセサリーとして身に着けていた。その兵士たちを率いていた隊長がレオだ。

「最初、魔族は少数だったらしいの。だから撃退できていたんだけど、どうやらそれは偵察隊だったらしくってね」

　ある日、魔族たちが大群で襲撃してきたという。

　わたしたちが到着した時、まだ立って剣を振るっていたのはふたりだけだった。レオと、その部下の副隊長。

　ふたりはボロボロになりながらも、お互いの背中を預けて懸命に戦っていたのだ。

　これが勇者パーティーの初陣だった。

　とても張り切っていたわたしたちは、大技を次々と繰り出し、あっさりと魔族を撃退した。その陰に、レオたちがすでに魔族を弱らせていたお膳立てがあったのは言うまでもない。

　わたしは聖女の務めとして町の浄化と負傷した兵士たちの治癒を施したのだが、手遅れで救えなかった命もある。

　残酷な現実を目の当たりにしたわたしたちは、勝利を喜ぶことよりも、これからますます過酷になるであろう旅路に思いを馳せて気を引き締めたものだ。

「レオさんはね、剣の達人だったのよ。勇者が『あいつをパーティーに誘えばよかった』って、旅の途中でよくボヤいていたわ」

　長かった旅を懐かしく振り返る。

　こうして穏やかに語れる日が来て、本当によかった。

「そのレオさんを、恋愛対象として見ることはなかったのですか？」

　イルダが尋ねてくる。

　わたしは小首を傾げて、記憶の中にあるレオの姿を思い浮かべた。

　体は大きくて精悍。くすんだ亜麻糸のような前髪で顔の半分が隠れていて、目は何色をしていたのかよく覚えていない。

「レオさんは、汚れた大型犬みたいな人だったの」

　そう言うや否や、イルダがブッと吹き出した。

　町の英雄の例えにしては失礼な言い方だったかもしれない。でも本当に、甘えん坊の大型犬のような人だった。

『ありがとうございます』

　彼は、頬を伝う涙を拭いながら感謝の言葉を述べた。

　町と鉱山は守れた。しかし、仲間の尊い命を失ってしまった悲しみは大きかったにちがいない。

　わたしはレオの手を取って励ました。

『あなたはとても勇敢でした。町と鉱山を浄化しましたから、しばらく魔族には襲われないでしょう。むしろ勇者パーティーを優先的にやっつけないといけないと思わせて、わたしたちが引きつけますからご安心ください』

　それ以来、やけに好かれてしまったようだ。

　別れ際に彼は、ありがたいことに浄化の石の腕輪をパーティーの人数分用意してくれた。

『フィオナさん、手紙を送ってもいいでしょうか』

『ええ。それはかまいませんが、一か所に長居することはないと思いますよ？』

『大丈夫です、優秀な鷹に運ばせます』

　本当にそんなことが可能なのかと半信半疑だったけれど、レオの鷹はどこにいてもわたしを見つけ出して手紙を届けてくれた。

　苛烈さを増す魔族との戦闘に疲れ果てて、返事を書けなかったこともある。

　それでもレオは数カ月おきに便りをくれたし、あの国に立ち寄ることがあれば知り合いがいるからと、あれこれ便宜を図ってくれた。

「レオさんは、どういうわけか顔がとても広くてね、大陸各地に知り合いがいるのよ」

　そう話すと、イルダがマルコに向かって首を傾げる。

「行商人かしら？」

「国の外交担当者かもしれない」

　ふたりの会話を聞いて、レオに関してそこまで考えたことがなかったと気づく。というか、そんな余裕がなかった。

　レオは騎士だと思い込んでいたし、ろくにお礼も言えていないままだ。

　彼に再会したら、まず勇者パーティーの旅を陰で支えてくれたことへの感謝を伝えなくてはならない。

「フィオナ様、レオさんを婚活の対象に入れてもいいかもしれませんよ」

　珍しくイルダが前のめりですすめてくる。

「でも……妻帯者かもしれないわよ？」

　わたしは本当に、彼のことをなにも知らないのだ。

「独身女性と文通する夫を許す妻なんていませんよ」

「そうなの？」

　イルダではなくマルコに聞き返す。

　するとマルコは、イルダをチラチラ窺いながら答えた。

「そうですね。こちらとしても、浮気しているかもしれないと妻を不安がらせたくありませんから」

　マルコの誠実さに胸を打たれる。たしかにその通りだ。

　ということは、レオは独身なんだろうか……？

　馬車に揺られながら、わたしは急にレオを意識しはじめてドキドキしていた。






　アマディ王国の王都へ到着したのは、その三日後の昼下がりのこと。

　軽く昼食を済ませたわたしたちは、待ち合わせ場所である王城の門へと赴いた。

　手紙でレオから遊びに来るよう誘いを受けた後、ぜひとも行きたいと返信したら、またすぐに手紙が届いた。

　その手紙には、宿の手配をしてくれたことと、王城を訪ねてくれればいつでも会えると書いてあったのだ。彼はいま、王城勤めなのだろう。

「トラウズ王国から参りました、フィオナと申します」

　門番に名前を告げると、すでに話が通っていたらしくすぐに中へと案内された。

　赤い絨毯の敷かれた廊下を歩きながら、わたしは首を傾げた。

　すぐ後ろでは、イルダとマルコも緊張した表情をしている。

　おかしい。悪い予感しかしない。

　わたしはレオをただの騎士だと思っていたから、旅のままの気安い服装で来てしまった。

　しかし案内された一角はドアが大きく装飾も豪華で、中にいる人物が要職に就いていることを物語っている。

　彼はいったい何者なんだろう……？

　案内してくれた衛兵が、廊下の中央付近にあるドアの前で立ち止まり、ノックをする。

「レオニード様、フィオナ様をお連れいたしました」

　すると中から声が聞こえた。

「入ってくれ」

　待って！　レオニードって誰!?

　イルダとマルコにはドアの外で待ってもらうことにして、わたしひとりで部屋の中へ足を踏み入れる。

　そこには、美丈夫びじょうふが立っていた。

　丁寧に後ろへなでつけた艶やかな栗色の髪に、吸い込まれそうな透明なエメラルドの瞳。すっきりとした気品のある顔立ちに整った笑みを浮かべている。

　仕立てのよさそうな紺色のジャケットには、立派な肩章と金糸の豪華な刺繍があしらわれている。首元はリボンタイ、下は白いズボンと黒いブーツ。

　これはまさに、王子様の出で立ちではないだろうか。

　そのレオニードと目が合うと、彼の微笑が人懐っこい笑顔に変わった。

「フィオナさん、会いたかった！」

　だから、あなた誰!?

　戸惑うわたしをよそに、レオニードはつかつかと大股で近づいてくる。

　握手を交わした瞬間に気づいた。

　あ……この手の感触を覚えている。節くれだった長い指に、マメだらけの手のひら――。

「もしかして……レオさん？」

「そうです！　お久しぶりです」
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　たしかにこんな声だったかもしれない。

　それにレオニードの後ろに控える側近は、あの時も彼のそばにいた副隊長ではないか。ジェラルドという名前だっただろうか。

「レオさんは、騎士様ではなかったのですね？」

「当時は騎士団の要職に就いていて、あの町の警備の陣頭指揮を執っていました。本名は、レオニード・ダンテ・アマディといいます」

　え、待って！　名前に国名が……。

　そういえば、アマディ王国の第二王子がそんな名前だった気がする。

　わたし、隣国の第二王子と文通をしていたってこと!?

　ただでさえ驚いて戸惑っているというのに、突然レオニードが跪ひざまずくものだから、わたしはなにが起きているのかわからず息を呑んだ。

「単刀直入に言います。フィオナさん、五年前からずっとお慕いしていました。僕と結婚を前提にお付き合いしてください！」

　レオニードがわたしの手を握り、目を輝かせてこちらを見上げている。

「……します……」

　どうにか口を開いたが、か細い声しか出ない。

「え？」

「ですから、お断りします！　わたし、イケメンとお金持ちはタイプじゃないんですっ！」

　わたしは叫ぶように言い放って彼の手を振り払い、脱兎のごとく逃げ出したのだった。
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「……どういうこと？」

　前髪を手櫛でぐしゃぐしゃにほぐしたレオニードが、エメラルドの目を鈍く光らせて側近を睨む。

「どうやらフィオナ様は、イケメンと金持ちがお嫌いなようですね」

　黒髪の側近ジェラルドは、あごに指をかけて首を傾げた。

　レオニードは、ジェラルドのその態度に苛立ちを隠そうともせず大げさなため息をつく。

「待て。おまえが言ったんだよね？　女性は身なりがきちんとしている男が好きだって」

　ジェラルドがスッと目をそらす。

「一般的にはそうだと思うのですが……」

　レオニードは天を仰いでソファーの背もたれに上半身を預けた。

「どうしてこうなったんだ」

　レオニードはアマディ王国の第二王子だが、王位は兄が継承するときまっている。

　だから彼は、若い頃から側近のジェラルドを連れて国外を視察して回る、自由気ままな放蕩生活を送っていた。

　もともと身なりには無頓着で地位をひけらかすこともない性格のため、アマディ王国の第二王子だとバレたことはほとんどない。

　それでも人懐っこさをフルに生かしたおかげで、大陸各地に友人がいる。

　ところが二十歳で祖国へ戻った彼を待ち受けていたのは、騎士団の要職就任だった。それは、彼を落ち着かせるための国王の苦肉の策だったのだ。

　当初はお飾りのような役職にすぎないと目されていたレオニードだったが、ここで彼はめきめきと頭角を現すこととなる。諸国放浪の旅の途中、様々な危険から守ってくれたのはジェラルドだけではない。彼も自分の身を守るために勇敢に戦った経験がある。

　国内で魔族に襲われている地域があれば、レオニード自ら積極的に赴いて討伐した。

　そんな折に出会ったのがフィオナだ。

　魔族の大群に押されて仲間が次々に倒れていく中で、最後まで剣を振るい続けているのはレオニードとジェラルドのふたりのみとなった。

　もはやこれまでか――あきらめかけた時に、救世主のように現れたのが勇者パーティーだった。

　トラウズ王国出身の彼らは五人ともとても優れていたが、その中でも聖女フィオナはまさに別格だった。

　魔族を効率的に弱らせるべく広範囲の浄化を行うたび、ふわりと揺れる銀糸のような髪と煌めくサファイアの瞳。

　激しく体力を消耗するであろう聖なる力を惜しげもなく発揮しながら、彼女はあどけなさの残るかわいらしい顔に微笑を浮かべている。

　気高く、美しく、そして圧倒的に強い。

　レオニードの目は、フィオナのその姿に釘付けとなった。

　彼女のように強くありたい、次こそはひとりの命も失わないように――涙を流すレオニードを励ましてくれたのも、フィオナだった。

『あなたはとても勇敢でした』

　あんなにも胸が震えたことはなかった。

　それ以来、レオニードはフィオナと文通しながら勇者パーティーを陰ながら支え応援し続けた。彼女の使命が終わったら会いたいと願いながら。

　だからフィオナから『婚活をはじめた』との手紙を受け取って、激しく動揺したのは言うまでもない。

「どうしよう!?」

　側近であり幼馴染でもあるジェラルドに泣きついた。

「王室から婚約の打診をすればいいのでは？」

　至極真っ当な意見だったが、レオニードは首を横に振った。

「彼女は恋愛したいって言っていたから、それではだめだ」

　ジェラルドは盛大なため息をついた。

　レオニードの妙なところで頑固な性格は、長い付き合いの中で知っているのだろう。

「ではまず、目の前の問題を片付けてください。復興事業の予算会議と資材調達、人員配置問題を解決してからです」

　勇者たちの活躍により平和な世界に戻ったことで、次は魔族に破壊された町や村の再建が急務だった。

　それらすべてを解決して身軽になるまでに一カ月かかった。

「こうしている間にもフィオナさんの結婚がきまってしまうかもしれない！」

「だめだ、仕事を放り出すような男を彼女が歓迎してくれるはずがない！」

「彼女の幸せを思えば、婚活を応援してあげないといけないのに僕は……！」

　その間、葛藤する胸の内を声に出していることすら気づいていない面倒なレオニードを、どうにかなだめすかしたのもジェラルドだった。

　レオニードの精神的な成長の原動力は、フィオナの存在が大きく関係している。

　だからジェラルドも、レオニードの恋を応援する気持ちは強い。

　フィオナとの再会の約束を取り付け、自分の気持ちを伝えると張り切り出したレオニードに、服装のアドバイスをしたのもジェラルドだ。

　正装のほうがいい、もちろん王城の執務室に招いて身分を明かしたほうがいい――まさかそれが逆効果だったとは、誰も想像すらしていなかった。

「フィオナ様は、少々変わったご趣味のようですね」

「どうしよう、逃げられた……」

　レオニードは本来、かしこまった正装など好きではない。

　しかしジェラルドに、女性は王子様らしい王子様を好ましいと思うはずだと諭されて精一杯カッコつけた結果がこれだ。

　うろたえて逃げたフィオナの姿を思い出し、レオニードは両手で顔を覆う。

「イケメンの王子といったら、最優良物件のはずなんですけれども……まあ、いきなり『結婚を前提に』なんて言われて驚かれたのもあるかと？」

「仕方ないだろ」

　レオニードが姿勢を正し、ジェラルドに向かって唇を尖らせた。

「久しぶりに会って、やっぱり彼女が好きだと思った。気持ちが溢れすぎて言わずにはいられなかったんだ」

　遅い初恋を拗らせているレオニードに気づかれぬように、ジェラルドは再び深いため息をついたのだった。
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「どうしよう。とんでもなく失礼な態度をとってしまったわ」

　王子様に向かってカーテシーもせず、おまけに手を振りほどいて逃げ出してしまった。

　最悪だ。下手すると国際問題にまで発展しかねない。

　宿で頭を抱えるわたしに、イルダが憐あわれみのこもった目を向けてくる。

　イルダによれば、入室からほどなくして飛び出してきたわたしは顔面蒼白だったらしい。

　そのただならぬ様子に、なにかとんでもないことが起きたのだと察したイルダとマルコは、王城の廊下を駆け抜けるわたしと一緒に走ってくれた。

　勇者パーティーは、連戦連勝だったわけではない。時には撤退を余儀なくされて、敗走することだってあった。

　だから自慢ではないが、逃げ足の速さになら自信がある。

　猛スピードで王城を飛び出し、宿へ三人そろって飛び込んだのだ。

　そしてようやく事の顛末てんまつをふたりに説明して、いまに至る。

「でもこれで、レオさんが独身だってことはわかりましたね。しかも王子様に見初められたんですよ？　よかったじゃないですか」

　そんなにあっけらかんと言わないでほしい。

「よくないわよ。わたしはこれまでの婚活の経験から、イケメンとお金持ちには懲りてるの！」

「凝りているのは、マザコンと健康マニアと詐欺師でしょう？」

　イルダが呆れている。

「それはそうだけど……レオさんはもっと汚らしくて庶民的で、そういう親しみやすいところがいいって思っていたのに……」

　彼に会うのを楽しみにしていたはずなのに、いまはその気持ちが完全にしぼんでいる。

　なんだか騙されたような気分だ。

　レオが事前に手配してくれていたこの宿も、寝室がふたつあり、三人で十分泊まれる豪華な部屋だ。

　平民が簡単に予約を取れる部屋ではないだろう。そんな贅沢をしたいと望んでいたわけではない。

「フィオナ様は、武骨な騎士がタイプなんですか？」

「もともと相手に細かい条件をつけるつもりはなかったのよ。よく言うじゃない、好きになった人がタイプですって」

　これだ！　と思った人と恋愛をして、その延長線上に結婚があって、幸せになりたいと思っていただけだ。

「なのに、男性と出会うたびにあれこれ条件が増えているのはまちがいないのよね……」

「それは前進しているともいえます」

　そうなの!?

「後退していると思っていたのに、この状態は前進なの？」

　イルダの言わんとしていることが、いまいちわからない。

「フィオナ様は最初、男性を結婚するために必要な道具ぐらいにしか考えていない節がありました。でもいまは、相手の人となりをきちんと見て判断しようとしています。一歩前進です」

　たしかにそうかもしれない。

　相手をよく知ろうとする前に「プロポーズされちゃうかも！」だの「公爵夫人！」だのと浮かれていた自分を振り返ると、恥ずかしさのあまり身もだえてしまう。

　だからといって、レオニードから逃げ出してしまったことは謝罪しなければならないだろう。

　わたしの思っていたレオとまったくちがう姿を見せられて、しかもお付き合いしましょうとまで言われて気が動転したとはいえ、このまま帰国するわけにはいかない。

　もう一度、レオニードが会ってくれる気があればの話だけれど。

　その願いが通じたのかもしれない。

　翌朝、王城からの使いがレオニードの書状を持って宿を訪ねてきた。

　驚かせてしまった謝罪がしたいと書いてある。

　この流麗な文字は、レオニードの筆跡にまちがいない。武骨なただの騎士がこんな文字を書くとは思えないと、どうして気づかなかったのだろう。

　失礼な態度をとった謝罪をする機会をもらえたことにもなるから、この申し出はありがたい。

「承知いたしました。お待ちしていますとレオニード様にお伝えください」

　午後にカフェで会うこととなった。

　アマディ王国の王都では老舗のカフェらしい。かといってドレスコードはなく、かしこまった店ではないと聞いてホッとする。

　まさか王子様に会うことになるとは思っていなかったから、この旅にドレスは持参していない。

　場合によっては、急いで既製品のドレスを買わなくてはならないと覚悟していたのだ。

　待ち合わせのカフェで名前を告げると、奥の個室へ案内される。

　店内は落ち着いた雰囲気で温かみがあり、居心地がよさそうだ。

　すでにレオニードとジェラルドは到着していた。

　わたしと目が合うと、レオニードはパッと顔を輝かせて椅子から立ち上がった。

「フィオナさん！」

　今日の彼の服装は、飾り気のない白いシャツにダークブラウンのベストとズボン。目は隠れていないものの、前髪を下ろしているラフなスタイルだ。

　わたしが、お金持ちは嫌だと言ったからだろうか。

「レオニード様、ご足労いただき誠にありがとうございます」

　かしこまってカーテシーをすると、途端にレオニードの口元がひきつるのがわかった。

「フィオナさん、やめてください。僕たちは友人同士でしょう？　いつものようにレオと呼んでください」

「お心遣いありがとうございます。では、レオさんと呼びますね」

　わたしたちは五年間、手紙を交わし続けた仲だ。わたしたちにしかわからない絆も生まれたと思っている。

　だから、レオニードが王子様であると不意打ちで告げられたことがショックだったのだろうか。

　もしも昨日、この姿の彼が身分を伏せたまま告白してきたら、わたしはどうしていただろう？

　いろいろな気持ちが混ざって、自分でもどうしたらいいのかわからない。

　イルダには、自分の気持ちに素直になれとアドバイスをもらっているけれど……。

　レオニードの視線がわたしの後ろに注がれていることに気づいて、イルダとマルコを紹介した。

「メイドのイルダと、護衛騎士のマルコです」

　昨日の王城ではドアの外で待ってもらったが、今日は個室の中まで入ってもらうことにしたのだ。

　再びレオニードと向き合うと、わたしは深々と頭を下げた。

「昨日の振る舞いを反省しています。大変失礼いたしました」

「顔を上げてください」

　手を取られて顔を上げると、レオニードの整った顔がすぐ近くにある。

「謝らなければならないのは、僕のほうです」

　エメラルドの目が真っすぐこちらを見つめている。

「気持ちが先走って驚かせてしまいましたよね。申し訳ありませんでした。今日は来てくれてありがとうございます」

　ここで、紅茶とフルーツタルトが運ばれてきた。

「さあ、食べましょう。僕たちは親しい友人同士ですから、どうぞ気楽にしてください」

　レオニードに促されて椅子に腰かけた。

　改めて、正面に座るレオニードの顔を見つめる。

「その姿は、お忍びの変装なのですか？」

　昨日の王子様の姿と、今日のラフな姿。普段はどちらが本物なんだろうか。

　レオニードが困ったように苦笑した。

「変装はどちらかというと、昨日の正装のほうです。どうしても参加しなければならない行事以外で、あの格好はしません。普段はこっちです」

「では、昨日はどうして？」

　なにか大きな国家行事でもあったんだろうか。だとすれば、タイミング悪く忙しい時に訪問してしまったことになる。

「えっと……」

　レオニードが頬を赤く染めて目を泳がせる。

　どうしたんだろうと思って小首を傾げていると、レオニードはいきなり紅茶をグイーッと飲み干して決心したように言った。

「五年前に会った時は、髪も顔も汗と埃にまみれて汚かったでしょう？　だから今回は綺麗にと思ったんですが、カッコつけすぎました」

　恥ずかしそうに目を伏せるレオニードの様子がシャイなワンコのように見えて、わたしは思わず笑ってしまった。

「王子様だなんて想像もしていなかったので、驚きました。ずっと騎士様だとばかり」

「いまでも騎士団の要職を兼務しています。いつ打ち明けようかとずっと迷っていました。魔王討伐に邁進するあなたには、余計な情報だと思っていたので」

　その気遣いをありがたいと思う。悪意があって隠していたり騙していたりしたわけではないこともわかった。

「レオさんの手紙にいつも励まされました。たくさんの便宜も図っていただいて、とても助かりました。ありがとうございます」

　わたしは大事なことを思い出した。

　今回の旅の本来の目的は、このお礼を直接彼に伝えることだったのだと。

　続けてわたしは、レオニードに紹介してもらった町でどんなことがあったかを報告した。

　豪華な宿に泊めてもらって助かったこと。腕のいい鍛冶職人のおかげで、勇者の剣が新品のように鋭い切れ味になったこと。

　果てしなく続く荒野でさまよっていたところを、レオニードの根回しで駆けつけてくれた商隊に救われて命拾いしたこともあった。

　そして、レオニードの鷹がいかに優秀であったかについても熱く語って感謝を述べた。

　わたしの話に、レオニードは微笑みながら相槌を打ってくれる。

　話に区切りがついたタイミングで、ようやくフルーツタルトをひと口食べた。

「ん～っ！」

　思わず声が漏れる。

　フルーツが瑞々しくて美味しい。しかも、食べたことのない味だ。

　勇者パーティーで大陸のあちこちを巡ったから、いろんな食材を食べてきた。野宿続きで野生動物を捕まえて食べたり、木の実を食べたりしたことだってある。

　それなのに、このタルトには知らないフルーツがたくさん載っている。

「美味しいですか？」

　レオニードの唇が大きな弧を描く。

「はい。この星形のフルーツとか、半透明のこれとか、初めて食べました」

「フィオナさんのお口に合うようでよかった。これはアマディ王国の南端で栽培しているフルーツです」

　わたしは、なるほどと納得した。

　魔王討伐の旅は北を目指して進んでいったため、暖かい気候の南側へは行かなかった。

　東西に広がるトラウズ王国とはちがいアマディ王国は南北に広がる国だから、南方ではこんなフルーツが採れるのだろう。

　甘いタルトと、ほどよく渋みのある紅茶の相性もいい。

　食べはじめたら止まらなくなって、わたしはぺろりと平らげてしまった。

「こんなに美味しそうに食べてくれるだなんて……愛らしい人だなぁ」

　レオニードが頬杖をつき、目を細めてこちらを見ている。

　後ろに控えていたジェラルドが、すかさずレオニードに近づいて耳打ちした。

「心の声がダダ漏れです」

　わたしの背後で、イルダが身じろぎするような気配を感じる。

　ジェラルドの耳打ちも丸聞こえになっていることが、おかしくてたまらないのだろう。

　んんっと咳払いしたレオニードが姿勢を正す。

「帰国するまで、宿は何泊でも好きなように使ってください」

「いえ、さすがにそういうわけには……」

　あの部屋は宿泊料が高そうで申し訳ない。

「この世界を魔族から救ってくれたフィオナさんへのお礼としては、これでも足りないぐらいですよ」

　レオニードが微笑む。

　褒めてもらったとわかっているのに、なぜかわたしの心はざわついた。

「もしかして、わたしが聖女だから好意を持ってくれているんですか？」

「聖女としてのあなたの強さに惹かれたのは、まちがいありません。でも僕は聖女のフィオナさんではなく、あなた個人の人柄がとても好きなんです」

　真摯な目を向けられてドキッとする。

　五年間、文通を続けた絆をレオニードも感じてくれているということだろうか。だとすれば、こんなにうれしいことはない。

　それなのに、わたしの心の片隅になにかがずっと引っかかっている。

　やはりそれは、レオニードが王子様であることだろう。

　わたしはもう聖女ではないのだ。これから先の人生を悠々自適に自由に暮らしたいと思っているのに、隣国の王子のお妃様など到底務まるはずがない。

　いくらレオニードが聖なる力を失ったわたしを理解してくれても、王族をはじめ、貴族や国民たちは受け入れてくれないかもしれない。

　そう思ったら、ストンと腑に落ちた。この人は、わたしには荷が重いってことだ。

「ごめんなさい。重い人はだめなんです！」

「お、重い……!?」

　レオニードがひどくショックを受けたように固まっている。

　その様子に胸が痛くなるけれど、どうしようもない。逃げるならいまだ！

「では、失礼します！」

　結局、わたしはまた逃げ出したのだった。
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「ああっ！　また失敗した！」

　王城の執務室で頭をかきむしるレオニードに、ジェラルドが冷ややかに告げる。

「ことを急いてはだめだと、下心を見せてはならないと、あれほど言いましたよね？」

「仕方ないじゃないか。フィオナさんが、かわいすぎるのがいけないんだ！」

　剣術の腕前では国内屈指と謳われ敬われている第二王子が、恋愛ではポンコツがすぎる――騎士団の連中が知ったら、格好の酒の肴にされるだろう。

　ジェラルドはもうお手上げだと言わんばかりの表情だが、レオニードはまだあきらめがつかないらしい。

「それに、あの護衛騎士は誰だ？」

「マルコさんでしたっけ」

　ジェラルドは、表情ひとつ変えず生真面目な態度でフィオナの後ろに控えていた赤毛の護衛騎士の姿を思い返す。

「強そうでしたね」

「そうじゃない！　フィオナさんとの関係のことだ」

　ようやくジェラルドもピンときた。フィオナとの仲を疑って嫉妬しているのだろうか。

「護衛騎士だと紹介されたのですから、護衛騎士なのでは？」

　とぼけたことを言うジェラルドに、レオニードが恨みがましい視線を送る。

「おまえ、おもしろがっているだろう？」

「滅相もございません」

　その言い方に、なおさら不満を募らせたレオニードが唇を尖らせる。

「フィオナさんに近づくいいアイデアはないのか」

「往生際の悪い人ですね、まったく。以前作った魔道具を使えばいいでしょうに」

「そうだ。それだ！」

　途端に目の輝きを取り戻したレオニードが、執務机の引き出しから小箱を取り出した。

　中には玉虫色に輝くアンクレットが入っている。

　レオニードはそれを、自分の右足首に装着して突起を押した。

　すると、まるで体が突然消えたかのようにレオニードの服一式が床に落ちた。

「ピイ」

　その服の山の中央から甲高い鳴き声がする。

　ジェラルドは膝をついて腕を伸ばし、黄色い小鳥を手のひらに乗せた。

　小鳥の右足には、玉虫色のリングが光っている。この魔道具には、人間を鳥に変身させる効果がある。

　レオニードがこれを作らせたのは三年前のこと。

　鷹に代わり自分が鳥になってフィオナに手紙を届けたいと言い出したのだ。

　しかし残念なことに、この魔道具ではかわいらしい小鳥にしか変身できなかった。

「これではスピードも出ないし、体力も続かないので無理です」

　ジェラルドに言われるまでもなく、レオニードもそれを理解したらしい。

　そしてほかに使い道もなく、箱にしまっていたというわけだ。

　アンクレットについた突起を押せば変身し、もう一度押せば元の姿に戻る。

　もうひとつ、日付が変われば突起を押さなくても勝手に元の姿に戻ってしまうため注意が必要だ。

　なぜなら――。

「気をつけてくださいね。元に戻った時は全裸ですから」

　ジェラルドは、自分の目の高さにまで小鳥を持ち上げて目線を合わせ、神妙な面持ちで諭している。

「ピイ！」

　わかっていると返事をしたのだろうか、小鳥に変身したレオニードは綺麗な声で鳴くと翼を広げて飛びはじめた。

「聞いてます？」

「ピイ！」

　執務室の壁や照明にぶつかりながら危なっかしく飛び回る小鳥を見て、ジェラルドの心には不安が渦巻いていた。

















第四章　幸せの黄色い小鳥












　アマディ王国滞在は二週間を予定している。

　観光でもしながら気分転換をして、のんびり過ごすつもりだ。

　珍しいフルーツがどんな風に栽培されているのかを見に、南方へ足を延ばしてもいいかもしれない。

　宿で迎えた三日目の朝。今日はなにをして過ごそうかと考えながら窓の外をなにげなく眺めていた時だった。

　黄色いなにかが真っすぐこちらへ向かって飛んでくるのが見える。

　蝶？　いいえ、ちがうわ。

「鳥……？」

　窓の外にあるフラワーボックスに小鳥が止まる。黄色い羽のところどころに若草色の羽が混ざっている、目はエメラルドだ。インコだろうか。

　わたしと目が合うと、うれしそうに翼を広げて「ピイ」と鳴いた。

　かわいい！

　窓を開けてよく見れば、インコの左足には紙がくくりつけてある。

「もしかして、あなたもレオさんの鳥なの？」

「ピイ！」

　得意げに胸を張るインコの姿に、ふふっと笑いが漏れた。

　どうやら人間の言葉をよく理解しているらしい。

「いつもの鷹といい、あなたといい、レオさんの鳥はみんな賢いのね」

　人差し指でそっとインコの頭をなでて、手紙を解く。

　広げると、見慣れたレオニードの文字が書かれていた。






『フィオナさんへ

　おすすめのドライフルーツ店があるので、僕の鳥に案内させます。　　レオより』






　昨夜イルダが、こちらでしか売っていなそうな食材や調味料を見て回りたいと言っていたから、ちょうどいいかもしれない。

　食べてみて気に入れば、帰国する時にお土産として買って帰ろう。

「道案内までできるの？」

「ピイ！」

　インコがまた胸を張る。

「フィオナ様、どなたとしゃべってらっしゃるんですか？」

　隣室からイルダとマルコがやってきた。

「見て！　この子がレオさんの手紙を届けにきてくれたのよ」

　手を差し出すと、インコはためらわずにチョンと乗ってくる。

　ふたりに見せると、イルダが小首を傾げて言った。

「鷹じゃなくても生肉を食べますかね？」

　そうだった。ご褒美をあげることを、すっかり忘れていたではないか。

「どうかしら？　宿の厨房に頼めば、もらえるとは思うけど」

　三人で首をひねっていると、インコが怯えた様子で首を横にフルフルと動かしている。

　どうやら生肉はいらないらしい。

「とりあえず、お水だけ持ってきてちょうだい」

　イルダが水を用意している間に、マルコに尋ねる。

「ねえ、マルコはどこか行きたい場所がある？　この子が案内してくれるかもしれないわ」

「それは賢い子ですね」

　マルコに背中をなでられそうになったインコは、その指をくちばしで突っついた。

　慌てて手を引っ込めたマルコが、律儀にもインコに謝罪する。

「いきなり触ろうとしたから驚かせてしまったな。申し訳なかった」

　しかしインコは、ツーンとそっぽを向いて許す気がないらしい。

　ずいぶん感情表現の豊かなインコだ。

「機嫌を直してちょうだい」

　苦笑しながらわたしがインコの背中をなでると、指に頬をすり寄せてくる。

　まるで、マルコに見せつけているような仕草に感じるのは気のせいだろうか。

「そのインコ、きっとオスですね。フィオナ様が気に入ったんじゃないですか？」

　水を入れた小皿を持ってきたイルダがクスクス笑う。

　テーブルの上で喉を潤したインコが、再びわたしの手に乗ってきた。

「鳥の性別は、どこを見ればわかるのかしら」

　インコの体を優しく握ってひっくり返す。

　お腹のやわらかい羽毛に触れると、インコがピクッと震えて情けない声を出した。

「ピ、ピィィィ……」

「ごめんね、びっくりさせちゃったわね」

　わたしが手を開いて拘束を解くと、インコが翼でお腹をガードする仕草を見せる。

「恥ずかしがりやですね」

　イルダがおかしそうに笑った。

「俗に、鳥はオスのほうが羽の色が綺麗だと言いますから、このインコもオスでしょうね」

　マルコの意見にわたしも賛成だけれど、インコは相変わらずマルコには塩対応でそっぽを向いている。

「そうね、ピイちゃんは綺麗な子だからきっとオスだわ！」

「勝手に名前をつけていいんですか？」

　たしかにイルダの言う通りで、すでに名前があるはずだ。でも、この旅の間だけでもそう呼びたい。

「ふふっ。だってピイピイ鳴いてかわいいんだもの。ね、ピイちゃん？」

　わたしの肩に乗ったピイちゃんが、うれしそうに「ピイ！」と鳴く。

　頬を寄せれば、ピイちゃんもまんざらではない様子で頬をすり寄せてくれた。






　その後さっそく支度をして、わたしたちは市場へと向かった。

　目抜き通りの両側にはさまざまな店が軒を連ね、買い物客でにぎわっている。

　ピイちゃんが少し飛んでは店のオーニングに止まる。こっちだよと、わたしたちに向かって言っているようだ。

　それを繰り返して、レオニードおすすめのドライフルーツ店に難なくたどり着いた。

「あ！　これ！」

　昨日カフェで食べた星形のフルーツがある。乾燥して小さくなっているけれど、ちゃんと星形のままだ。

　ほかにも色とりどりのドライフルーツがたくさん並べられている。

　試食して気に入ったものを、数種類まとめて詰め合わせてもらった。

　それを三包買って店を出る。

「フィオナ様、すぐそこのスパイスのお店に寄ってもいいでしょうか？」

　イルダがお目当ての店を見つけたらしい。

「もちろんよ。マルコと一緒に行ってらっしゃい」

「いや、それは……」

　生真面目なマルコは護衛の務めを果たさなければと思っている様子だが、治安の悪そうな雰囲気はないから大丈夫だろう。

　夫婦で楽しんでもらいたい。

「わたしはそこのベンチで、ピイちゃんと待ってるわ。ピイちゃんが守ってくれるから大丈夫よ」

「ピイ！」

　冗談めかして言っただけなのに、ピイちゃんが得意げに胸を張っていて頼もしい。

「では、すぐに買い物を済ませてきますね」

　穏やかに微笑み合うイルダとマルコの背中を見送って、ベンチに腰かけた。

　買ったばかりのドライフルーツの包みを開ける。

　ひとつを摘まんで食べる。美味しい！

　ふたつ目は小さくちぎって、わたしの肩に止まるピイちゃんに差し出してみた。

　ピイちゃんはくちばしでパクッと咥えると、美味しそうに食べはじめる。

「生肉じゃなくて、こっちのほうがいいのね？」

「ピイ」

「ふふっ。本当に賢い子ね」

　ドライフルーツをピイちゃんと分けあって楽しく食べていたその時だった。

　背後からパタパタと軽い足音が聞こえたと思ったら、ベンチに手が伸びて――!?

　置いていた未開封のドライフルーツを掴んで逃げていく。みすぼらしい身なりの少年だ。

「あっ！」

　待ちなさいとわたしが言う前に、ピイちゃんがけたたましく鳴いた。

「ギャア！　ギャアァァァァ！」

　そして空高く羽ばたき、少年の後頭部に向かって急降下する。

　猛スピードのくちばし攻撃は、少年には十分な衝撃だったようだ。

「うわっ！」

　頭を押さえて立ち止まる少年の肩に乗ったピイちゃんが、今度は少年の耳に噛かじりつく。

「いてててっ、やめろ！」

　危ない！　少年が振りまわす手がピイちゃんに当たりそうだ。

　わたしが駆け寄るより早く、店から飛び出してきたマルコによって少年は取り押さえられた。

　ピイちゃんの鳴き声が聞こえたのだろう。

　わたしの肩に戻ってきたピイちゃんの背中をなでた。

「ありがとう、ピイちゃん」

　騒ぎを聞きつけた店主たちも出てくる。

「ヨハン、なにバカなことやってんだ」

　この少年はヨハンという名前らしい。年齢は十二歳ぐらいだろうか。

　ドライフルーツの包みを取り上げられたヨハンが、責めるような目をこちらへ向ける。

「鳥なんかに食べさせるぐらいなら、腹をすかせてる俺たちに食べさせてくれよっ！」

　どの国にも貧富の差はある。お腹いっぱい満足に食事ができない子どもたちが大勢いることも知っている。

　だからといって、そんな理由で許されると思ったら大まちがいだ。

　わたしは息を大きく吸い込むと、ヨハンに向かってきっぱり言った。

「みんな労働した対価としてお金をもらっているのよ？　わたしは盗みを許したりしないわ」

「じゃあ、あんたは働いてるのかよ」

　貴族のお嬢様が優雅にインコにエサをやっているとでも思われたんだろうか。

「わたしはねえ、命がけの大仕事をやり遂げたからこそ、いまお金持ちなのよ！」

　ふんすと胸を張る。

　それなのに周りがしん……と、静まり返ってしまった。

「なあ。あのねーちゃん、なに言ってんだ？」

「いや、あの……」

　ヨハンに尋ねられたマルコが返答に困っている様子を見てハッとする。

　聖女であることを自ら言いふらしても、誰の得にもならない。

　なぜならわたしはもう聖なる力が使えないのだから、なにかを期待されても失望させるだけだ。

　早くここから立ち去ろう。

「ヨハンと言ったわね？　今日はわたしがあなたを、荷物持ちとして雇うわ」

　わたしはヨハンの手首を掴んで歩きはじめた。

　その手首が思った以上に細くて少し胸が痛んだけれど、顔には出さないように努める。

「宿まで運んでくれたら報酬を払うわね。途中で逃げ出そうだなんて思わないほうがいいわよ？　ピイちゃんとマルコに痛い目に遭わされてもかまわないなら別だけど」

　首を傾げて見下ろすと、ヨハンは渋々といった表情で頷いた。

「安心してちょうだい。ちゃんと仕事をしてくれたら報酬は出すと約束するわ。こういうのはお互いの信頼が大事なのよ」

　ドライフルーツの包みと、イルダが購入したスパイスの瓶が入った袋をヨハンに手渡した。

　宿へ向かって歩きながら世間話をする。

「ヨハンは、市場の子なの？」

「ちがう、孤児院にいる。市場の工房の手伝いをして駄賃をもらってたんだけど、そこのオヤジが遠くに行ったせいで稼げなくなった」

　ヨハンはうつむきがちにボソボソと語った。

　孤児院の運営は、善意の寄付で成り立っていることが多い。それが厳しい状態なのかもしれない。

　よその国の内情に首を突っ込む気はさらさらないけれど、どうしても気になってしまう。

　スパイスの袋は結構な重さがあったが、ヨハンは弱音も吐かずにしっかり宿まで運んでくれた。

「ありがとう。これが今日の報酬よ」

　わたしは銀貨を一枚、ヨハンに渡した。

「あとこれも。孤児院のみんなで食べてね」

　ドライフルーツの包みも手渡す。

　ヨハンが群青色の目を輝かせて見上げてくる。

「ねーちゃん、また荷物持ちさせてくれ！」

「そうね。その前に、近いうちにあなたの孤児院に遊びに行ってもいいかしら？」

「わかった、待ってるから！」

　ヨハンは笑顔で手を振り、駆け足で去っていった。

　部屋に戻ると、イルダが紅茶を淹れてくれた。同じテーブルでピイちゃんも水を飲んでいる。

「ピイちゃん、ありがとう。あなたはとても勇敢ね」

　ヨハンに突撃していった光景を思い出しながらお礼を言うと、ピイちゃんはうれしそうに翼を広げた。

「レオさんにもお礼を言わないと」

　紙とペンを取り出して、返事を書く。






『レオさんへ

　ドライフルーツのお店を紹介していただきありがとうございました。

　このインコはとても賢くて勇敢ですね。助けてもらいました。　　フィオナより』






　孤児院への寄付をお願いしようかとも思ったけれど、やめておいた。

　それはさすがに干渉しすぎだろう。

　手紙を細く折りたたんで、ピイちゃんのリングをつけていないほうの足にくくりつける。

「レオさんに渡してね」

「ピイ！」

「ふふっ、かわいい子」

　ピイちゃんの頬にそっと唇を寄せた。

「……ピッ!!」

「またね！」

　窓を開けると、ピイちゃんは飛び立っていった。なんだかフラフラ飛んでいる様子に不安を覚える。

「あの手紙、そんなに重たかったかしら？」

「ちがいますよ。あの子、フィオナ様にベタ褒めされて照れているんですよ」

　イルダがにやりと笑う。

「照れてフラフラ飛ぶインコなんている!?」

　わたしはイルダと肩を寄せて、黄色い姿が見えなくなるまで見守ったのだった。






　＊＊＊＊＊＊






「フィ、フィオナさんにキスされた！」

　窓から執務室に飛び込んできたレオニードは、人間の姿に戻るなり顔も首も真っ赤にして身もだえている。

「早く服を着てください」

　ジェラルドが服を差し出しても、レオニードは両手で顔を覆ったままだ。

「勇敢だって言ってくれた……！」

「それ、鳥の話ですよね？　とにかく早く着てください」

　たまりかねたジェラルドが呆れた顔で着替えを手伝う。

　しかし、レオニードはまだ夢心地の表情でどこか遠くを見たままだ。

「かわいいとも言ってくれた……ふふっ」

「わかりましたから、袖に手を通してください。ボタンはご自分で留めてくださいね、まったく」

　上機嫌でボタンを留めていたレオニードだったが、着替えを終えると急にしゅんとなってしまった。

「なあ、ジェラルド。いま孤児院の経営は苦しいのか？」

　突然なにを言い出すのかと面食らっているジェラルドに、レオニードは今日市場で起きた事件について説明した。

「なるほど。そのヨハンという少年が働いていた工房の主人は、おそらく建具たてぐ職人ですね」

　まだ話が見えてこないレオニードが首を傾げた。

「そういった職人たちは現在、復興事業で王都を離れています。そちらへ行ったほうが稼げるので」

　ようやく理解したレオニードが息を呑む。

　魔族に破壊された町や村は、国境付近ばかりだ。

　フィオナに会いたい一心で急いで手配した復興事業の影響で、まさかそんなことになっていたとは。

「それに、魔族に襲われて親を失った子どもたちもいますので、孤児院はどこも満員だと聞き及んでいます」

「では、僕の名前で孤児院の支援金を……」

　増額しようと言いかけたところで、レオニードは口をつぐむ。

　一時的に安易な寄付をしたところで、すぐに問題が解決するわけではない。

　フィオナは一方的な施しなどしていなかったではないか。むしろ、彼らが自立できるような支援をしたほうがいい。

　なにも知らなかったことを反省しつつ、自分になにができるだろうかと考えはじめたレオニードだった。
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　二日後の朝、ピイちゃんがまた手紙を届けに来てくれた。

「ピイちゃん、おはよう！」

　窓から入ってきたピイちゃんは、くちばしに赤い花を咥えている。途中で摘んできたのだろうか。

　その花を、わたしの手のひらに載せてくれた。

「もしかして、わたしに？」

「ピイ！」

「ありがとう。うれしいわ」
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　自然と口元がほころんでしまう。

　なんて気の利く子なんだろうか。これまでプレゼントされたお花の中で、一番うれしいかもしれない。

「イルダ、このお花を髪飾りにつけてもらえないかしら。マルコはお水を用意してちょうだい」

　椅子に腰かけて手紙を開いた。






『フィオナさんへ

　よろしければ今日、ピイが孤児院へ案内します。　　レオより』






　二日前の手紙に孤児院のことは書かなかったのに、レオニードに筒抜けになっているらしい。

　ちょっとした騒ぎになったから、ピイちゃんの飼い主がレオニードだと知っている誰かが報告したんだろうか。

「ねえ！　この子、本当にピイちゃんって名前みたいよ！」

　手紙を見せると、イルダは訝しがるように首を傾げている。

「なんだか話が出来すぎていませんか？」

「そうねぇ。なんだかレオさんの手のひらの上で転がされている感じがするわよね」

　わたしは、水を飲むピイちゃんに顔をずいっと寄せた。

「ピイちゃん、わたしになにか隠しごとをしてない？」

　するとピイちゃんは、天井を向いてコクッと水を飲み込み、そのままわたしから顔をそらした。

「聞こえないふりをしているところが、ますます怪しいですね。鳥にしては知性が高すぎる気がします」

　イルダにまで詰め寄られて焦ったのか、今度はピイちゃんが歌いはじめる。

「ピィ～ピィ～～」

　その姿がかわいくて、わたしは思わず笑ってしまった。

「うふふっ。綺麗な歌声に免じて許してあげる。王子様の鳥だもの、いろいろな秘密を知っていても守秘義務があるわよね」

　ピイちゃんがコクコク頷いた。

　やっぱりとても賢い子だ。ちゃんと会話が成立している気分になる。

　大陸のどこにいてもわたしを見つけてくれた鷹もそうだったように、なにか特殊な訓練を受けているにちがいない。

　支度が整ったところで、孤児院へ出発した。

　実はすでに、孤児院の大まかな位置なら宿の主人に聞いて知っている。先日の市場を抜けて、北へ少し進んだ場所にあるらしい。

　でも、ピイちゃんが案内してくれるなら心強い。

　途中、市場のドライフルーツ店や菓子店に立ち寄って、差し入れを用意した。人数がわからないため、多めに購入する。

　突然の訪問にも関わらず、孤児院のシスターは、わたしたちを歓迎してくれた。

「トラウズ王国の元聖女、フィオナと申します」

　わたしが自己紹介するとシスターは一瞬目を見張り、胸に手を当てて祈りを捧げてくれる。

「ようこそおいでくださいました。フィオナ様は我々にとっても救国の聖女様です。このような場所でお目にかかれるとは、神のお導きに感謝いたします」

　力を失った分際で聖女の肩書をあまり利用したくはないけれど、こういう場面ではとても有効で信用度が高くなることを知っている。

　もちろんそのお返しはきちんとするつもりだ。

　ヨハンに会いにきたと告げると、すぐに呼んでくれた。

「ねーちゃん！　ほんとに来てくれたんだな」

　奥から出てきたヨハンがうれしそうに駆け寄ってくる。

「そうよ。わたし、約束は守るの」

　手土産のお菓子を手渡すと、興味津々な目でわたしたちを遠巻きに見ていた子どもたちが近寄ってきた。

　思っていた以上に人数が多い。

　ここにいる子たちだけでなく、もっと幼い乳児もいるだろうと考えると、シスターたちは手一杯だろう。

　幸いなことに衛生状態は悪くなさそうだし、子どもたちの表情も明るい。

「今日は、あなたたちとたくさん遊ぼうと思って来たの！　体をたくさん動かしたい子はマルコに、刺繡や工作をしたい子はイルダに、そして歌と踊りが得意な子はわたしのところへ集まってちょうだい」

　ここへ来る途中、マルコは子どもたちに剣術の基礎を教えたいと張り切っていた。マルコの周りには、男の子たちが集まっている。

　イルダのもとへ集まった子たちは、市場で買ってきた色とりどりの刺繍糸と布を見て目を輝かせはじめた。

　わたしは絵本を借りてそれを読み聞かせながら、ところどころ即興で身振り手振りもつけて歌う。

　わたしの肩に乗るピイちゃんも一緒に歌ってくれた。

　これはただの遊びではない。子どもたちの得意なものを見出して、それが自立するためのきっかけに繋がればいいと思ってのことだ。

　見様見真似で一緒に歌っている子たちの中には、歌声がとても綺麗な子が数人いる。こういう子たちを集めて聖歌隊を結成すればいいかもしれない。

　ヨハンもわたしのグループにいたけれど、お世辞にも歌が上手とは言えなかった。ちょうど声変わりの時期であるせいかもしれないけれど。

　休憩中にヨハンに尋ねた。

「みんな元気そうだけど、そんなにお金が必要なの？」

「いまはね。でも、もうすぐ冬が来る。暖炉の薪を多めに買わないといけないし、毛布も足りない。病気が流行れば薬も買わないといけない」

　ヨハンの表情と声色が沈んでいく。

　昨年は寒さで体調を崩す子が多かったようだ。しかも薬が足りず、亡くなった子もいたらしい。

　シスターたちの様子を見る限りでは、管理を怠っている雰囲気はない。単純な資金不足だろう。

　ヨハンは年長者として、精一杯自分にできることをやろうとしているにちがいない。

　淡々と語るヨハンをそっと抱きしめた。

「よくわかったわ。そういうことだったのね」

　休憩時間が終わると、ヨハンはイルダのほうで作業をはじめた。

「もっと、お歌を聞かせて」

　子どもたちにせがまれて、わたしは歌い続ける。ピイちゃんも歌い続けてくれた。

　半日滞在し、子どもたちと一緒におやつを食べたところでお開きとなった。

「また訪問します。こちらに滞在中は、この子たちの自立に向けた手助けをさせてください」

「ありがとうございます。ぜひお願いいたします」

　訪問の意図を説明すると、シスターが笑顔で快諾してくれてホッとする。

　心地よい疲労感に包まれたわたしたちは、馬車で宿に帰ることにした。

「ヨハンはとても器用ですね。手伝っていた工房では、建具の彫刻を担当していたらしいですよ」

　イルダによれば、ヨハンはナイフを巧みに使って木片を削っていたようだ。

「すごいわね。いい職人さんになりそうだわ」

　馬車の中でイルダと話していると、マルコが人差し指を立てて唇に当て、わたしの膝を指さした。

　揺れが心地いいのか、わたしの膝の上でピイちゃんが羽を膨らませて眠っている。

　今日はずっとわたしと一緒に歌ってくれたから、さぞや疲れたにちがいない。

　三人で顔を見合わせて、声を立てずに笑った。






「フィオナ様、ピイちゃんが目を覚ましましたよ」

　イルダの声にわたしは顔を上げた。ちょうどレオニードへの手紙を書き終えたところだ。

　よほど疲れたのか馬車を降りてもぐっすり眠るピイちゃんを、わたしのベッドの枕に寝かせていた。

　夕食を終えてもまだ寝ているから、そろそろ起こしたほうがいいかもしれないと思っていた矢先に目を覚ましたらしい。

　優しく手のひらに乗せる。

「ピイちゃん、おはよう」

　ピイちゃんは寝ぼけているのか、状況があまり把握できていないようだ。

「ピ……？」

　せわしなくキョロキョロ首を動かして周りを見回し、わたしと目が合うと驚いた様子で翼を広げる。

「大丈夫だから落ち着いて。あなたは孤児院の帰り道からずっと寝ていただけだから」

　ピイちゃんが窓辺まで飛んでいき、ガラスをコツコツくちばしで叩く。

　レオニードのもとへ帰りたいのだろう。それはいいのだけれど――。

「ピイちゃん、いまはだめよ。外は大雨だもの」

　宿へ着いたぐらいから雲行きが怪しくなり、雨が降りはじめた。すぐに止むかと思っていたら、雨脚はますます強まる一方だ。

　もう日が暮れて外は真っ暗だし、こんな土砂降りの中、ピイちゃんを帰すわけにはいかない。

　レオニードだってそれぐらい理解してくれるだろう。

「だから今夜はここに泊まって、明日帰ればいいわ」

「ピイッ!?」

　ピイちゃんが今度はジタバタして慌てている。

「大丈夫よ、エサの代わりにドライフルーツとクッキーを用意しているから。お水もね」

　ピイちゃんをテーブルに運ぶと、おとなしく食べはじめる。お腹もすいていたにちがいない。

「今夜は一緒に寝ましょうね」

　わたしはピイちゃんの頭をなでた。

「ピイ!?」

　驚いている様子がかわいくて、思わず笑ってしまう。

「大丈夫よ。わたし、寝相はいいの。だからピイちゃんを潰したりしないから」

　しかしピイちゃんは、ますます慌てた様子で部屋中を飛び回った挙句、窓に体当たりしているではないか。

「マルコ！　ピイちゃんが怪我をしないように窓の前に立ってちょうだい」

　どうしたんだろう。そんなに帰りたいのか、それともわたしと寝るのが嫌なのか……？

　首を傾げているところへ、部屋のドアがノックされた。

　ドアの向こうから現れたのは、レオニードの側近のジェラルドだった。

「このような夜分に訪問するご無礼をお許しください。こちらに、レオニード様の鳥がお邪魔していないでしょうか」

「ピイ！」

　わたしが答えるよりも早く、ピイちゃんがジェラルドに飛びついた。

　ジェラルドが苦笑しながらピイちゃんを胸に抱く。

「長居して申し訳ございません」

　ジェラルドに謝罪されて、こちらのほうが申し訳なくなる。

「天気が悪いので帰さないほうがいいと判断しました。こちらこそ失礼しました」

「いいえ、すべてはレオニード様が悪いのです。正式な謝罪はまた改めて」

　そそくさと帰っていこうとするジェラルドに、レオニード宛の手紙を渡し、見送ったのだった。
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「危なかった……！」

　馬車の中で人間の姿に戻ったレオニードは、開口一番そう言った。

「あのままフィオナさんと一夜をともにしたら、途中で人間に戻るところだった。助かった」

　帰りの遅いレオニードを心配したジェラルドが迎えに来てくれたのだ。

　レオニードは、仕事のできるジェラルドに心底感謝する。

　魔道具の効果は、日付が変われば強制的に解除される。しかも全裸で。

「わかりましたから、早く離れていただけませんか」

　全裸のレオニードは、まだジェラルドにしがみついたままだ。

　迷惑そうな顔で引きはがすように距離を取ったジェラルドが、持参していた服を差し出す。

「まったくもう、なにをしているんですか。もっと気をつけてください」

「そうだね」

　レオニードは悪びれもせず笑いながら服を着る。

「フィオナさんと歌うのが楽しくて、はしゃぎすぎてしまったな」

　口元を緩ませっぱなしで今日一日のことを思い返していたレオニードだったが、孤児院が抱えている問題まで考えが及ぶと、表情を引き締めた。

「フィオナさんがいいヒントをくれたんだ。さっそく明日から問題解決にとりかかろうと思う」

　レオニードがまた、フィオナの影響で成長しつつある。

　そばで見ていたジェラルドは、秘かにその変化を喜びながら、恋の行方にも期待を寄せるのだった。
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　わたしたちはその後も、足しげく孤児院を訪問した。

　ピイちゃんがやってきた日には、ピイちゃんも一緒に。歌の上手なピイちゃんは、子どもたちにも大人気だ。

「なあ。あの騎士は、ねーちゃんの恋人なのか？」

　ヨハンがませたことを聞いてくる。

「ちがうわよ。マルコはイルダの旦那様よ。あのふたりは夫婦なの」

　そういえば、きちんと説明していなかったかもしれない。

「なんだ、そうだったのか」

「ピイィィ」

　ヨハンだけでなく、なぜかピイちゃんまで力が抜けたような声をあげている。

「ねーちゃん、これやる」

　唐突にヨハンがなにかを差し出してくる。

　受け取ってよく見ると、それは木彫りの鳥だった。

「かわいい！　ピイちゃんにそっくりだわ。これ、もしかしてヨハンの手作り？」

　ヨハンが恥ずかしそうにコクンと頷く。

　イルダから聞いてはいたけれど、ここまで精巧なものを作れるとは思っていなかった。

「ヨハン、あなたはきっとすごい職人さんになるわ。これは買い取らせてちょうだい」

「そんなつもりで作ったんじゃない」

　首を横に振るヨハンに言い聞かせる。

「ううん、わたしが払いたいの。それだけの価値があるってことよ？　宝物にするわね」

　わたしはヨハンに銀貨三枚を渡し、鳥の彫刻を買い取った。

　ヨハンの彫刻の腕前は予想以上だ。

　歌が得意な子たちの声もそろってきていて、聖歌隊が作れそうなほどだ。

　ほかにも自由な発想でおもしろい刺繍モチーフを作る子や、騎士として将来有望そうな動きを見せている子もいるらしい。

　あとは、この才能をどうやって町や大人たちのニーズとマッチングさせていくかが課題だろう。

　わたしはアマディ王国の国民ではない。

　レオニードに相談してみようかと考えていたけれど、それは差し出がましい気もする。

　帰国を三日後に控え、どうしようかと葛藤していたこの日、王城から孤児院へ朗報がもたらされた。

「冬に備えて、支度金をいただけることになりました。それに、文字の読み書きと計算を教えてくれる教師を派遣してくださるそうです！」

　シスターが喜びで目を潤ませながら続ける。

「それだけではありません。子どもたちの自立に向けた支援として、仕事の斡旋あっせんや聖歌隊の国家行事への参加も検討しているとのことです」

「すごいわ。よかったわね！」

　わたしは手を叩いてトラウズ王国の素晴らしい政策を称えた。

　もしかすると、この実現の裏にはピイちゃんとレオニードの活躍があるのかもしれない。

「ピイちゃん、ありがとう」

　いつものようにわたしの肩に乗るピイちゃんにお礼を言うと、ピイちゃんは得意げに胸を張った。

　そこへ、ヨハンが駆け寄ってくる。

「もしも俺が大人になって独り立ちしたとしてさ。ねーちゃんに恋人も旦那さんもいなかったら、結婚してやってもいいよ」

「えっ!?」

「ピイッ!?」

　プロポーズされちゃったわ！　どうしよう、ヨハンはまだ十二歳。わたしより十一も年下だ。

「ヨハンが彫刻家になった時に、もしもわたしが独身のままだったら……」

　結婚してあげてもいい――そう言い終える前に、ピイちゃんがわたしとヨハンの間をバサバサ飛びはじめた。

「ピイちゃん、どうしたの？　落ち着いて」

　そばで見ていたイルダがおかしそうに笑う。

「フィオナ様を取られると思っているんでしょうね」

　ピイちゃんが嫉妬？　鳥は独占欲が強いんだろうか。不思議と悪い気はしない。

　むしろうれしくて、わたしもイルダにつられて笑った。






　宿に戻ってピイちゃんを王城に帰した後、わたしたちは夕食のために再び出かけた。

　孤児院の懸案事項が解決したお祝いを兼ねている。

「お酒を飲みたい気分よね！」

「いいですね」

　盛り上がるわたしとイルダをよそに、マルコは護衛騎士としての態度を崩さない。

「私は護衛の役目がありますので」

　任務をきちんと全うしようとするマルコの姿は立派だけれど、融通が利かなくて生真面目すぎると思う。

　でもイルダは、彼のそういうところにも惹かれたのだろう。

　あまり気取らずに済む雰囲気のよさそうな飲食店を見つけて入る。

　三人で楽しくテーブルを囲み、美味しい料理を堪能した。わたしとイルダは、お酒も少し飲んでほろ酔いだ。

「孤児院の支援で婚活のことを忘れてたけど、まさか最後にヨハンにプロポーズされるなんてね！」

「ピイちゃんに邪魔されなかったら、どう答えるつもりだったんですか？」

　イルダがクスクス笑う。

「わたしがまだ独身だったら本気で考えてもいいって言うつもりだったわよ？」

　とはいえ、現実的にはありえないだろう。

　わたしは帰国したらまた婚活を再開するつもりだし、ヨハンはこれから大人になるにつれて素敵な出会いがたくさんあるにちがいない。

「あの方のことは、もういいんですか？」

　イルダの言う「あの方」とは、レオニードのことだろう。

「いいも悪いもないわ。こっちから二回もお断りしたんだもの」

　わたしは、孤児院支援を推し進めた立役者は、レオニードだと思っている。

　だからこそ頻繁にピイちゃんをわたしのもとへ寄越し、一緒に孤児院へ行くように仕向けて内情を探っていたのだろう。

　これだけ早く制度化させるためには、相当な苦労もあったと思う。

　あのカフェで会って以来、わたしとレオニードは一度も顔を合わせていない。しかし、孤児院の支援をしたいという信念を共有していたことになる。

　そのことに、これまで以上の親近感を抱いているのはたしかだ。

「いまさら、会って話したいって言っても遅いわよ。ご縁がなかったんだわ」

「そんなことないと思いますけどねー」

　少し不満げな声色でイルダが言う。

「この話はおしまい！」

　わたしは立ち上がった。

　お会計を済ませて店の外へ出ると、ひんやりした夜風が頬をくすぐる。

「ねえ！　せっかくだから、もう一軒行かない？」

　わたしの後ろにいるイルダの袖を引っ張ったつもりが、感触がちがっていた。

　驚いて振り返ると、騎士風の若い男性がこちらを見て目を丸くしている。

　わたしは慌てて手を放した。

「失礼しました」

「いいですよ」

　わたしの謝罪と、男性の返事は同時だった。

「え？」

「軽く飲める店がいいですか？　こちらも連れがいるし、ちょうど二対二ですね。俺たち騎士なんで、乱暴なことはしないとお約束します」

　男性がにっこりと笑う。

　そんなつもりじゃなかったと否定しようとしたわたしに、イルダがそっと耳打ちしてきた。

「こういう出会いもいいじゃないですか」

　そしてイルダは、険しい顔で近づいてきたマルコを手で制し、離れろと合図している。

　イルダが一緒だし、マルコも離れて見守ってくれるのなら大丈夫かしら。

「さあ、行こう」

　わたしが黙っているのを肯定と受け取ったのか、男性たちが歩きはじめる。

　ふたりの立ち居振る舞いから察するに、騎士であるというのは嘘ではなさそうだ。

　イルダにも促されて、ついていくことにした。

　案内されたのは、おしゃれでこぢんまりとした酒場。マルコは店の外で待機してもらっている。

「俺はアーロン。騎士団三年目で、王城と王都の警備を担当しています」

　アーロンがさわやかな笑顔を見せる。

「エディだ。騎士団十年目。やっと平和な世の中になったから、そろそろ嫁さん探しをしようかと思っている」

　嫁さん探しという言葉にドキンとした。

　エディもこれまで国を守ることに忙しかったのだろう。

「わたしはイルダ。こっちはフィーよ。いま旅行中なの」

　素性を明かさないほうがいいという判断なのだろう。わたしがボロを出さないようにと考えてか、イルダが当たり障りのない自己紹介をまとめてしてくれる。

　麦酒のジョッキで乾杯をした。

　エディがグイッとジョッキを傾けて一気に飲み干す。

「お酒が好きなんですね」

　わたしが言うと、エディは口の周りについた泡を指で拭いながら笑った。

「これでも飲む量は減らしたよ。酒がやめられなくて、恋人に逃げられたことがあるんでね」

　お互い楽しく飲めるならいいけれど、恋人や夫がお酒でグデングデンになる姿を頻繁に見せられるのは、たまったものではない。彼女に逃げられて当然だと思ってしまう。

　それが顔に出ていたのかもしれない。

　エディと目が合ったけれど、お互いなんとなく気まずい雰囲気で目をそらした。

　そんなわたしの横で、イルダは笑いながらエディにおかわりを注文しようかと聞いている。

「お酒をセーブできるようになったのは、えらいですね。わたしも無性にお酒が飲みたくなる時がありますもの」

　屈託なく笑うイルダを見て、こんな風に気の利いたことを言ったほうがよかったなと反省した。

「おふたりは、レオニード様の部下なんですか？」

　わたしが尋ねると、アーロンとエディは顔を見合わせて頷いた。

「そうです。俺たち、去年からレオニード様の直属部隊で働いています」

「レオニード様って、どんな方ですか？」

　エディがうーんと唸る。

「もともと放蕩息子で有名で、側近が優秀だからなんとかやっていけてるって言われてたけど、ここ最近やたらと仕事熱心だな」

　アーロンが頷いて苦笑する。

「王族のオーラを隠すのがお上手で、気さくな方ですよ。剣術の腕前は憧れますね」

　レオニードの人となりは、わたしが思っている印象と変わらないようだ。

　その後も、あれこれおしゃべりしながらお酒を飲んでお開きとなった。

「ありがとうございました。楽しかったです」

　ふたりにお礼を言う。

　アーロンは軽そうな性格だし、エディは大の酒好きっていう時点で恋に発展しそうにはなかったけれど、レオニードの話が聞けてとても有意義だった。

　しかし酒場を出た時、思いがけないことが起きた。

　アーロンとエディが、ふたりそろって熱心にイルダを口説きはじめたのだ。

「イルダさん、帰国する前にもう一度会えませんか」

「連絡先を教えてくれないか。会いに行くから」

　待って！　わたしは!?

　わたしにだって声をかけてくれてもいいじゃない！

　イルダよりも自分が女性として優れていると思っているわけではない。それに、このふたりは無いなと見限ったのはこちらのはずなのに、わたしはひどくショックを受けている。

　外で待っていたマルコの顔つきが、これまで見たこともないほど険しくなった。さらには、護衛任務のために懐に忍ばせている短剣に手をかけようとしている。

　目の前で自分の妻が口説かれていたら、無理もないだろう。

　でも、物騒なことになったら大変だわ！

　わたしが止めに入ろうとしたところで、イルダが声を立てて笑った。

「ごめんなさい。わたし、この人の妻なの」

　イルダがマルコの腕にしがみついてにっこり笑う。

「今日は楽しかったわ。ありがとう」

　鼻白んだ様子で固まるアーロンとエディを置いて、わたしたちは宿に帰ったのだった。

















第五章　婚活やめます！












「フィオナ様、お薬を飲んでください」

「……にがっ！」

「文句言わずにちゃんと飲んでくださいね？」

　まったく子どもじゃないんだからとぶつくさ言いながら、イルダが退室する。

　明後日には帰国する予定にもかかわらず、わたしは高熱を出して臥ふせっている状況だ。

　病気にかかったのは何年ぶりだろうか。思い出せないぐらい遠い昔の気がする。

　過酷な魔王討伐の旅のさなかですら、ピンピンしていたというのに。

　聖なる力を失うと、こうも弱くなってしまうのか……。わたしは重い体を横たえた。

　症状は発熱のみだ。

　病気ではなく単純に疲れただけ、あるいは精神的なものからきている可能性もあると思う。

　昨晩のショッキングな一件は、わたしを弱らせるには十分すぎる打撃だった。

　独身男性と見るや、この人は自分の恋人や夫としてふさわしいかと品定めをし、心の中でありか無しかをジャッジする――わたしはなんて浅ましく傲慢だったんだろうか。

　たとえ無しだと思っても、その場は相手を気遣いながら楽しくおしゃべりするのが礼儀だろう。

　実際、イルダはそうしていた。それなのにわたしときたら、レオニードのことばかり聞いていた。

　肩で大きく息をして目を閉じる。

　もうひと眠りしようとしたところで、ドアからイルダが遠慮がちに顔を覗かせた。

「ピイちゃんが来ていますが、どうされますか？」

「ここに連れてきて」

　イルダの手に乗せられてやってきたピイちゃんは、ベッドで横になるわたしの姿に驚いたようにビクッと体を震わせた。

　枕元まで飛んできてくれたピイちゃんを、そっとなでる。

「ピイちゃん、せっかく来てくれたのにごめんね。情けないことに、熱を出してしまったのよ」

「ピィ……」

　心配そうな声をあげる様子が愛おしい。

　ピイちゃんの顔を見たら、なんだか元気が出てきた。

　わたしが体を起こそうとして急に動いたのがいけなかったのかもしれない。ピイちゃんは突然飛び上がって、風を入れるために開けていた窓から出ていってしまった。

「あっ……。もしかして、わたしのすっぴんが怖かったのかしら？」

「大丈夫ですよ。十分かわいいですから」

「そう？　じゃあ、いきなり動いたから驚かせてしまったのね」

　いつものようにピイちゃんの足にくくりつけられていた手紙を受け取ることすらできなかった。

　明日は来てくれるだろうか。ピイちゃんには、きちんとお別れの挨拶をしてお礼も言いたい。

　そう思ったら、ものすごく寂しくなってきた。

「フィオナ様、帰国を延期しますか？」

　イルダが心配しているのは、わたしの体調なのかそれとも……？

　このまま帰ってしまったら後悔するかもしれない。いや、なにを後悔するというのか。

　熱のせいか、頭がうまく働かない。

「もう少し考えるわ。とりあえず、荷物はまとめておいてちょうだい」

　退室したイルダが隣の部屋でマルコと話している声が聞こえる。

　イルダとマルコは、お互いのことを深く信頼し合っているとても仲のいい夫婦だ。

　マルコは寡黙だけれど、昨晩のあの様子を見たら、どれほどイルダを愛しているかがよく伝わってきた。

　華やかでなくていいから、わたしも誰かとイルダたちのような夫婦になりたい。

　不意に涙が込み上げてきた。情けないことに、わたしはどうやら相当参っているらしい。

　なにはともあれ、早く体調を戻そう。

　わたしは目を閉じた。

　どれぐらい眠っていたのだろうか。枕元でなにかが動く気配がして、わたしは目を覚ました。

「ピイ？」

　ピイちゃんがわたしの顔を覗き込んでいる。

「ピイちゃん、戻ってきてくれたの……？」

「ピイ！」

　ピイちゃんが、羽と同じ色をしたフルーツを咥えて見せてくれる。

　アマディ王国特産の、わたしがとても気に入った星形のフルーツだ。

「もしかして……ピイちゃんが運んできてくれたの？」

「ピイ！」

　ピイちゃんが得意げに胸を張る。

　こんな重いものを運んで飛ぶのは、さぞや大変だっただろう。

　具合の悪そうなわたしを心配してフルーツを届けてくれるとは、なんて意地らしい子なんだろうか。

「ありがとう」

　わたしは上半身を起こした。少し眠ったおかげか、めまいは改善している。

　イルダを呼んで、フルーツを切ってもらった。

　ピイちゃんにも一切れおすそ分けして、一緒に食べる。

「美味しいわね」

　カフェでレオニードと食べたフルーツタルトを思い出した。

　レオニードは優しい人だから、ピイちゃんは飼い主に似たのだろう。

「ありがとう、ピイちゃん。元気が出てきたわ」

　ピイちゃんがわたしの膝の上に乗り、翼を広げて体を揺らす。

　かわいらしいダンスに、口元がほころぶ。

「ふふっ。励ましてくれてるのね、ありがとう」

　次にピイちゃんは、歌を歌いはじめた。孤児院でよく歌っていた曲だ。

　わたしも一緒に歌う。

　しかし、最初は楽しく歌っていたのに、途中から涙が出てきて胸がつまって歌えなくなってしまった。

「ピイッ!?」

　わたしが泣いていることに気づいたピイちゃんが、慌てて肩に飛び乗ってきた。

　涙を拭ってくれようとしているのか、それとも励まそうとしてくれているのか、わたしの頬にしきりに頭をすり寄せたり翼をこすりつけたりしてくる。

「大丈夫よ。悲しいとか辛いとかで泣いたんじゃないの。いろいろ気づいてしまっただけよ」

「ピイ？」

　首を傾げるピイちゃんを膝の上に戻す。

「話を聞いてくれる？」

　ピイちゃんがコクコク頷いた。

「わたし、婚活に向いていないみたい。自分は相手を選ぶ立場だって思い込んでいたのよ、恥ずかしいわ」

　実際は、その逆の立場になることだってある。

　昨日の騎士ふたりが、わたしに見向きもせずにイルダを口説いたのがいい例だ。

　それに、思い返せばニコラスだってそうだった。わたしが冷たくあしらった時に追いかけてこなかったのは、彼がわたしを選ばなかったのだ。

「聖女ではなくなったわたしの内面を見てほしいなんて言いながら、こちらは相手を理解して歩み寄ろうともしなかったし」

　健康マニアのタリーとは、最初にあれほど馬が合ったのだから、試しに棺桶ベッドで寝てみてもよかったかもしれない。

「レオさんのことだって、ひどい断り方をしてしまったわ」

　イケメンと金持ちは嫌だとか、王子妃など務まらないだとか、こちらから歩み寄って、レオニードの内面をもっと知ろうともしなかったのだ。

「ピイ！　ピイ！」

　ここまで黙って聞いていたピイちゃんが、激しく首を横に振る。

　気にしなくていいと言ってくれているんだろうか。

「大きな仕事を成し遂げたんだから、あとは楽させてもらおうって、誰かに幸せにしてもらおうって、自分のことばっかり考えていたの」

　いまなら、イルダの言葉の意味がすべてよくわかる。

　――その目で確かめるのが一番かと。

　――こうしてふたりで楽しく過ごせるだけで、十分幸せですので。

　――フィオナ様は最初、男性を結婚するために必要な道具ぐらいにしか考えていない節がありました。

　生涯の伴侶に自分のこれからの人生を預けるだけでなく、相手の人生をこちらも預からないといけない。

　お互い仲良く年を重ねていくには、深い信頼と愛情が必要だろう。

　巷でもよく語られている、いわば月並みな教訓ではあるけれど、婚活と失敗を実体験することでわたしはようやくその意味を理解した。

　だからこれは挫折ではなく、いい勉強だったと思いたい。

「婚活はもうやめる」

　わたしは晴れやかな気持ちで宣言した。

「……ピ？」

　ピイちゃんが、どういうことかと問いたげに首を傾げる。

「いまのわたしにとって、婚活よりもやるべきことを見つけちゃったの」

　周りがみんな幸せそうに見えるから、わたしも婚活すれば運命の相手を手っ取り早く見つけて幸せになれるだろう――と、短絡的に思ったのが、そもそもまちがいだったのだ。

　わたしには、婚活するよりも孤児院で子どもたちの支援をしているほうが遥かに楽しかった。

　子どもたちの笑顔が溢れ、元気な歌声が響き渡る光景に、わたし自身が喜びを感じていた。

「さっきピイちゃんと一緒に歌っていて、気づいたの」

　魔王を討ち滅ぼしたら、万事解決のハッピーエンドだと思っていた。

　しかし現実はそう甘くない。すぐにみんなが幸せになるわけではないことを、この国で学んだ。

　帰国したら、トラウズ王国でもなにか問題が起きていないか、わたしにできることはないかを探そうと思う。

　そしてそれが解決したら――。

「もう一度大陸を旅して回ろうと思うの。世界がいまどうなっているのかを確かめるのが、勇者パーティーの聖女を務めたわたしの使命なんじゃないかしら」

　聖なる力を失ってしまったわたしに、なにができるのか。それは未知数だ。

　ただ『トラウズ王国の聖女フィオナ』の名前が廃すたれないうちなら、できる支援も多いだろう。

　アマディ王国の孤児院での経験がそれを証明してくれた。

　そもそもこの貴重な肩書を婚活に利用していたことが、いまとなっては恥ずかしい。

「それでね」

　ピイちゃんを手に乗せて、目線を同じ高さに合わせる。

「ピイちゃんにお願いがあるんだけど」

「ピイ！」

　任せてくれとでも言っている様子でピイちゃんが胸を張る。

　なんて賢い子なんだろう。

「厚かましいのは承知の上で言うわね。わたしの旅についてきてもらえないかしら」

　レオニードの許可が必要なことはわかっている。でもその前に、まずピイちゃん自身の気持ちを知りたい。

　わたしの今後の旅には、ピイちゃんが不可欠である気がしてならないのだ。

　お花を届けてくれたり、道案内をしてくれたり、守ってくれたり。

　具合の悪いわたしを心配してフルーツを届けてくれたり、一緒に歌ってくれたり、ダンスで励ましてくれたり。

　ピイちゃんがわたしへの好意を示してくれるたびに、胸がじんわり熱くなるのを感じていた。

　人間が鳥に恋をすることなんてあるのかわからないけれど、わたしのこの気持ちは恋に近いものだとすら思っている。

「ピイ、ピイ！」

　ピイちゃんが頷いてくれた。よかった！

　まるで、恋の告白が成功したような気分だ。

　レオニードがどう言うかはわからないけれど、一生懸命お願いしてみよう。

「ピイちゃんが人間だったらよかったのに」

「ピイ？」

　どういう意味かと問いたげにピイちゃんが首を傾げる。

「もしもピイちゃんが人間の男の人だったら、わたしあなたのことを好きになっていたと思うの」

　価値観が合いそうだし、楽しく過ごせそうだと思う。

　我ながらなにを言っているんだろうと、クスクス笑いながら言った。

　ピイちゃんが、エメラルドの目でジッとわたしを見つめている。

　さすがに意味が通じなかっただろうか。

「とりあえずレオさんに手紙を書いて、直接お願いしてみないとね」

　話題を変えようとしたわたしに、ピイちゃんがなにか訴えかけるように片足を上げる。

　玉虫色のリングをはめている右足だ。

　そのリングをかじりはじめた。

「どうしたの？」

　ピイちゃんがなにをしようとしているのか、よくわからない。

「ピイ」

　リングがどうかしたのかとよく見ると、小さなボタンのような突起があることに気づいた。

「ここを押したいの？」

「ピイ！　ピイ！」

　その通りだとピイちゃんが頷く。

　勝手に押してしまって大丈夫なんだろうか。でも、ピイちゃんがそうしてほしいと言うのなら、やってみよう。

　わたしはそっと小さなボタンを押した。

　その途端、ポン！　と音がして――どういうわけか、すぐ目の前にレオニードの顔があった。

「え……!?」

　驚きのあまり息を呑むわたしを、レオニードがぎゅうっと抱きしめてくる。

　顔をレオニードの肩に押し当てられて、視界がふさがれた。

　なにが起きているのかわからずパニックになりそうなわたしの背中を、レオニードが落ち着かせるように優しくなでた。

「突然ごめんなさい。ちょっといまお見せできない姿なので、このまま聞いてください」

　とりあえず頷いてみたものの、わたしはわけがわからないままだ。

　ピイちゃんが突然レオニードに……？　どういうこと!?

「実はこのアンクレットは、鳥に変身できる魔道具なんです。つまり、ピイちゃんの正体は僕だったのです」

　――――!?

　ということは、ピイちゃんのこれまでの行動は、全部レオニードの行動だったことになる。

　俄にわかには信じがたい。

　でも、ピイちゃんは本当に鳥なのかと疑うほどに賢かった。それに、わたしたちの行動がすべてレオニードに筒抜けになっていたのも、中身がレオニードだと考えると納得だ。

「行動をともにして、あなたの強さと優しさに触れるたび、ますます好きになりました。何度あなたにフラれても、あきらめきれません」

　そう囁かれて、心臓がドキンと跳ねる。

　ここでレオニードは腕の力を緩めた。

　顔を上げると、真っすぐにこちらを見つめるレオニードの真剣な顔がある。

　エメラルドの瞳は、ピイちゃんと一緒だ。

「一緒に大陸中を旅して回りましょう。フィオナさん、大好きです」

「レオさん……」

　心臓が早鐘はやがねを打ち、いまにも口から飛び出しそうだ。

　いまなら、この人がイケメンであろうが王子様であろうが、心から言える。

　わたしの運命の人は、レオニードだったのだと。

「わたしも、あなたが好きです」

　レオニードがうれしそうに笑い、再びわたしをぎゅうっと抱きしめた時だった。

　ドアの開く音がして、わたしたちは咄嗟に体を離した。

「フィオナ様、お薬を……」

　部屋に入ってきたイルダがみるみる青ざめていく。

　それもそのはず、よく見ればレオニードは全裸ではないか。

「キャ――ッ!!」

　大絶叫とともに駆け寄ってきたイルダは、わたしが止める間もなく、レオニードの後頭部にトレーを叩きつけたのだった。






　◇◇◇






「申し訳ございませんでした！」

　イルダとマルコがそろって勢いよく頭を下げる。

「こちらこそ大変失礼いたしました」

　謝罪を受けたジェラルドも、心底申し訳なさそうな顔をした。

「破廉恥なことをしたレオニード様がすべて悪いのです。殿下に代わり、側近の私が謝罪いたします」

　肝心のレオニードは、後頭部を殴打された影響を考慮して、念のためわたしのベッドで横になっている。

　イルダからすれば、どこからともなく侵入した全裸の男が、ベッドでわたしを襲おうとしているように見えたのだろう。

　そう勘違いしても仕方がない状況だったと思う。

　妻の悲鳴を聞いて慌てて駆けつけたマルコが、フラフラになっているレオニードをわたしから引きはがした。

　わたしが咄嗟にシーツをかぶせて庇かばわなかったら、マルコはレオニードをひどい目に遭わせていたかもしれない。

　顔をよく見ればなんとそれがレオニードだったのだから、ふたりがどれほど驚いたかは想像に難くない。

　しかもそこへ、タイミングよく側近のジェラルドが駆けつけてきた。

　彼は、レオニードとともに乗ってきたお忍びの馬車を宿の外に停め、そこで待機していたらしい。

　てっきりピイちゃんがあのフルーツを王城から運んできたのかと思っていたけれど、実は下に停めた馬車からだったようだ。

　鳥に変身したレオニードが戻ってくるのを待っていたら、イルダの悲鳴とマルコの怒号が聞こえ、これはマズいことになっているにちがいないと気づいたジェラルドが、服を持って駆けつけたというわけだ。

　自由に振舞う主人に振り回される側近の苦労がしのばれる。いや、もしかするとそれは、わたしとイルダにも当てはまるかもしれない。

　わたしは日ごろの自分の行いを反省しつつ、レオニードの様子を見にいった。

「レオさん、大丈夫ですか？」

　きちんと服を着て、後頭部を氷嚢で冷やしながらベッドに横たわるレオニードの手を握る。

「はい、こぶができただけです。驚かせてしまって申し訳ありませんでした」

「こちらこそ、イルダとマルコが失礼しました」

　ふふっと笑ったレオニードが体を起こした。

　なんだか夢を見ている気がする。

　ピイちゃんがレオニードで、しかも一途にわたしを好きだと言ってくれた。

　わたしの心臓は、ずっとドキドキしたままだ。

「近いうちに、改めてプロポーズさせてください」

「はい、お待ちしています」

　熱い視線でわたしを見つめるエメラルドの目と、大きな手の温もりが、これは夢ではないのだと教えてくれる。

　レオニードがチラッと寝室のドアを窺う。

　誰も入ってこないと踏んだのか、わたしの手を引いたレオニードがチュッと唇を重ねてきた。

　それはまるで小鳥がついばむような触れるだけのキスで、レオニードの顔にピイちゃんの面影が重なったのだった。

















エピローグ












　三年半後――。






　長い新婚旅行からアマディ王国へ帰還したわたしは、国民たちの歓迎ぶりに面食らってしまった。

　沿道には人が溢れ、わたしとレオニードの乗る馬車に手を振ったり、歓声をあげて花びらをまいたりしている姿が見える。

　これではまるで、勇者パーティーの聖女としてトラウズ王国へ凱旋帰国したあの時のようではないか。






　わたしは、レオニードからプロポーズを受けた半年後に結婚した。

　それまでの準備期間は祖国のトラウズ王国で、孤児院の自立支援をして過ごした。

　借家だった屋敷は買い取って、管理をイルダ夫婦に任せている。

　レオニードとの結婚後すぐに、新婚旅行と称して大陸全土を巡る旅に出た。さすがにふたりっきりというわけにはいかず、ジェラルドを伴って。

　昨年、イルダが出産したとの一報をもらった時にはお祝いに駆けつけたけれど、それ以外はずっと大陸中を放浪していたのだ。

　レオニードとの旅は、とても楽しく有意義だった。

　わたしたちは五年分の手紙の内容をおさらいし、お互いの理解を深めながらゆっくりと愛を育んできた。

　レオニードが惜しみなく与えてくれる愛情は、結婚して三年経ったいまでも衰えることを知らない。

　いまならはっきりと、レオニードこそがわたしの唯一無二の伴侶だと胸を張って言える。

　しかしわたしは、第二王子妃になったにもかかわらずアマディ王国に一切貢献していない。

　ということは、この歓待はレオニードに向けられたものなのだろう。

「レオはずいぶん人気者なのね」

「ちがうよ。みんな、フィオナを聖女様だと思っているんだ」

　隣に腰かけるレオニードがうれしそうに笑う。

　待ってほしい。わたしはもう聖女ではない。

　もしかすると、なにか勘違いされているの……？

　わたしは不安になって、レオニードの腕を掴んだ。

「そんなはずないわ。聖女の力は、とっくに失っているのよ？」

「この三年間のフィオナの功績が、まさに聖女に値すると賞賛されているんだよ」

　たしかにわたしたちは国々を歴訪して、孤児院での自立支援や、医療技術の流布、円滑な交易の手助けをしてきた。

　しかしそれは、レオニードがピイちゃんになって愛想よく振舞ったり、すでに出来上がっていた人脈を利用したり、ジェラルドの機転の利いたアイデアがあってこそ成し遂げられたことだ。

「わたしの功績ではないわ」

「大陸各地で『アマディ王国のフィオナ様に助けられた』『第二王子は素晴らしい妃を迎え入れた』って賞賛されているらしい。おかげでアマディ王国の国民たちは鼻が高いんだよ。慈悲深くて力強く人々を導くフィオナは、根っからの聖女様ってことだね」

　聖なる力が使えなくなってもそんな風に思ってもらえるとは、なんて光栄なんだろう。

　胸がじんわりと熱くなる。

「ねーちゃん！」

　聞き覚えのある声のした方向を見ると、ヨハンが手を振っていた。背が伸びていて驚いたけれど、いたずらっ子のような笑顔は変わらない。

　最近、彫刻家として独り立ちをして、貴族たちからの注文がひっきりなしに届いているという。

　わたしは笑顔で手を振り返した。

　魔王討伐に青春を費やし、レオニードとの文通を重ね、彼とともに復興していく大陸を見守った日々――そのすべてが報われた気分だ。

「フィオナ、愛してる」

「わたしも愛してるわ」

　わたしたちの唇が重なると、歓声がひときわ大きくなった。
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